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［市の人口］
72,349人

男＝35,463人
女＝36,886人
前月比－48人

［世帯数］
26,122世帯
前月比＋４世帯

平成18年２月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

荒川　清雲寺のしだれ桜（例年、見ごろは４月上旬です）

3

［主な内容］
● もうすぐ開花　羊山の芝桜
● 秩父市議会議員選挙の投票日は４月23日㈰です
● 福祉手当・福祉医療費のお知らせ
● 犬の登録と予防注射を実施します
● ペットボトルの分別収集が始まります
● 秩父市人事行政の運営等の状況を公表します
● 原谷公民館、荒川公民館　主催講座・クラブ受講生募集



❷
市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

　

市
で
は
、
羊
山
公
園
の
芝
桜
の
開
花

に
合
わ
せ
、
今
年
も
様
々
な
事
業
を
行

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
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�
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憲
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の
期
日
を
対
象
と
し
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
を
目
的
と
し
た
次
の
対
策
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
対
策
は
、
国
土
交
通

省
、
埼
玉
県
、
横
瀬
町
他
の
協
力
に
よ

り
平
成
16
・
17
年
に
行
っ
た
実
証
実
験

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

対
策
内
容

�
�
電
車
�
�
�
羊
山
公
園
�
�

来
園
�
促
進

　

ポ
ス
タ
ー
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

て
電
車
で
の
来
園
を
促
進
し
ま
す
。

�
�
来
園
者
�
車
両
誘
導

① 
羊
山
公
園
内
道
路
と
ア
ク
セ
ス
道
路

の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

○ 

坂
氷
交
差
点
で
の
右
左
折
に
よ
る
車

両
の
信
号
待
ち
等
に
よ
る
後
続
車
渋

滞
、
徒
歩
に
よ
る
来
園
者
の
安
全
確

保
の
た
め
羊
山
公
園
内
道
路
の
交
通

規
制（
車
両
進
入
禁
止
）を
行
い
ま
す
。

○ 

羊
山
公
園
内
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
道
路

交
通
規
制
予
定
時
間

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

※ 

交
通
渋
滞
対
策
を
行
う
期
日
（
時
間

帯
）
は
、
交
通
規
制
の
た
め
羊
山
公

園
内
の
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

② 

中
心
市
街
地
で
の
車
両
の
混
雑
を
緩

和
す
る
た
め
、
駐
車
場
を
羊
山
公
園

近
郊
に
準
備
し
、
国
道
１
４
０
号
お

よ
び
２
９
９
号
か
ら
の
車
両
を
誘
導

し
ま
す
。

※ 

な
お
、
臨
時
駐
車
場
利
用
時
に
は
、

交
通
渋
滞
対
策
お
よ
び
環
境
対
策
を

対
象
と
し
た
事
業
（
広
報
・
誘
導
・

警
備
・
バ
ス
運
行
（
パ
ー
ク
ア
ン
ド

バ
ス
ラ
イ
ド
）
等
）
の
運
営
費
用
に

充
て
る
た
め
、
駐
車
整
理
料
の
ご
負

担
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
臨
時
駐
車
場
利
用
者
の
た

　

め
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

　

行
し
ま
す
。

○
徒
歩
で
の
来
園
が
困
難
な

　

臨
時
駐
車
場
か
ら
羊
山
公

　

園
内
へ
の
バ
ス
運
行
で
す
。

�
�
市
�
四
季
�
通
�
�
�

�

観
光
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
秩
父

�

市
�
�
�
�
�
�
�
�
増

�

�
�
�
�

○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り

　

秩
父
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

を
伝
え
ま
す
。

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

企
画
広
報
課

　

☎
22―

２
２
０
２
（
直
通
）

　

今
年
も
芝
桜
開
花
期
間
中
、
園
内
の

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
は
駐
車
整
理

料
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
園

者
の
方
々
に
快
適
・
安
全
に
芝
桜
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
、
料
金
は
交

通
整
理
や
駐
車
場
警
備
の
た
め
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期�

間　

４
月
１
日
㈯
〜
５
月
９
日
㈫

　
　
　
　
（
午
前
７
時
〜
午
後
５
時
）

※ 

花
の
開
花
状
況
に
よ
っ
て
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料�

金　

大
型
バ
ス　

３
，
０
０
０
円

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　

２
，
０
０
０
円

乗
用
車
（
軽
含
む
）　

５
０
０
円

二
輪
車　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※ 

次
�
�
�
�
駐
車
場
利
用
券
�
�
利

用
�
�
�
�
�
切
�
取
�
�
�
駐
車

場
係
員
�
渡
�
�
�
�
�
�
��
�

月
号
�
市
報
�
�
掲
載
�
�
�
�
�

※ 

な
お
駐
車
券
は
、
交
通
渋
滞
対
策
が

行
わ
れ
る
期
日
と
各
臨
時
駐
車
場
で

の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

もうすぐ開花

羊山の芝桜

～市の各種事業について
お知らせします～

「
芝
桜
の
丘
」

開
花
期
に

　

交
通
渋
滞
対
策
を

行
い
ま
す

羊
山
公
園
の

駐
車
場
は

有
料
に
な
り
ま
す



❸

　
「
芝
桜
の
丘
」

入
り
口
に
て
、

一
口
１
０
０
円

の
協
力
金
の
お

願
い
を
し
て
い

ま
す
。
協
力
金

は
、「
芝
桜
の

丘
」
の
整
備
費

用
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
（
２
枚
組
）
を
差
し
上
げ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

以
上
問
�
合
�
�　

都
市
計
画
課

　

☎
25―

５
２
１
７
（
直
通
）

　

芝
桜
の
観
賞
に
お
出
で
い
た
だ
い
た

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、
秩
父
の
魅
力
を

広
く
感
じ
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
な
か
観

光
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
芝
桜
の

丘
と
妙
見
の
森
公
園
（
秩
父
神
社
前
）

を
結
ぶ
「
ま
ち
な
か
巡
回
バ
ス
」
を
芝

桜
期
間
中
、
随
時
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
な
か
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
市
報
４

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

問
�
合
�
�　

観
光
振
興
課

　

☎
25―

５
２
０
９
（
直
通
）

　

首
都
圏
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
迎
え

る
芝
桜
の
開
花
に
あ
わ
せ
、
秩
父
の
ま

ち
を
元
気
に
し
、
我
が
ま
ち
の
魅
力
を

広
く
紹
介
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
は
、
秩
父
の

魅
力
紹
介
、
芝
桜
の
丘
か
ら
ま
ち
な
か

へ
の
誘
導
な
ど
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
を

も
て
な
し
、
秩
父
の
活
性
化
の
た
め
活

動
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

具
体
的
�
�
�
�
�
�
�
�
内
容

・
ま
ち
な
か
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ

・
芝
桜
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
る
日
程
を

調
整
し
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
芝
桜
開
花
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

芝
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局　

観
光
振
興
課
☎
25―

５
２
０
９（
直
通
）

　

芝
桜
植
栽
地
内
の
除
草
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　

４
月
〜
10
月
の
毎
週
金
曜

日
・
午
前
７
時
〜
９
時

（
第
１
回
は
、
４
月
７
日
㈮
午
前
７
時

「
芝
桜
の
丘
」
集
合
）

募
集
期
間　

３
月
24
日
㈮
ま
で

応
募
�
問
�
合
�
�　

都
市
計
画
課

　

☎
25―

５
２
１
７
（
直
通
）

芝
桜
協
力
金
の
お
願
い

芝
桜
開
花
期
に

ま
ち
な
か
巡
回
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

ま
ち
元
気

応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集
！

芝桜とあわせて秩父をPR
するため、ボランティア
を募集します

芝
桜
除
草

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

平成18年

羊山公園内駐車場利用券

芝桜開花期間中　１回限り有効
自家用車（乗用車（軽含む）・二輪車）のみ

※満車の場合は、ご利用いただけないことがあります。
※ ４月15日～５月７日までの土･日･祝日（交通渋滞対策
実施日）は、公園内一般車両進入禁止のため、ご利用い
ただけません。 ▲駐車場利用券です。切り取ってご利用ください。

　平成３年２月、秩父
市立影森中学校で一曲
の歌が生まれました。
　“歌声の響く学校を
目指そう”と合唱に取
り組んだ先生たちの手
作りの歌「旅立ちの日

に」です。
　素朴であたたかく、また力強く雄大なこの歌は、希
望を込めて歌い継がれ、現在では全国の学校の卒業式
で歌われています。
　このモニュメントは、市街地を見下ろす丘陵という
景観を活かし、展望台も兼ねています。メロディーが
流れる通路を歩み、先端のステージへと到達すると、
そこでは影森中学校の生徒によるコーラスが流れま
す。秩父市の新名所をぜひ訪れてください。

秩父ミューズパーク
展望ちびっ子広場内に

「旅立ちの丘」
モニュメント完成

キ　

リ　

ト　

リ

キ　リ　ト　リ



❹

選
挙
権
の
あ
る
方

　

日
本
国
籍
を
有
し 

昭
和
61
年
４
月

24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
今
年
の

１
月
15
日
ま
で
に
秩
父
市
に
住
民
登
録

を
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

　

な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
も
、
選
挙

期
日
（
投
票
日
）
ま
で
に
秩
父
市
か
ら

転
出
し
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
異
動
者
の
投
票

　

４
月
１
日
以
降
、
市
内
異
動
の
届
出

を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。　

期
日
前
投
票　

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
区
以
外
に
お
出
か
け
の
場
合

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

��

�　

４
月
17
日
㈪
〜
22
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

�
�
�　

秩
父
市
役
所
４
階
会
議
室
、

吉
田
総
合
支
所
、
大
滝
総
合
支
所
、
荒

川
総
合
支
所

※ 

住
民
登
録
地
の
市
役
所
ま
た
は
総
合

支
所
で
入
場
券
を
持
参
の
う
え
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
選
挙
の
開
票

　

４
月
23
日
㈰
午
後
９
時
か
ら
、
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

選
挙
公
報
の
配
布

　

選
挙
公
報
の
配
布
を
、
朝
日
・
埼
玉
・

産
経
・
東
京
・
日
経
・
毎
日
・
読
売
の

朝
刊
に
折
り
込
み
し
ま
す
。

　

前
記
以
外
の
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い

る
方
、
未
購
読
の
方
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
・
各

総
合
支
所
・
各
公
民
館
に
て
配
布
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

配
布
予
定
は
、
４
月
19
日
㈬
で
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
22―

８
２
０
０
（
直
通
）

　

☎
22―

２
２
１
１

　
　

内
線
１
３
０
０
・
１
３
０
１

選挙くん

秩父市議会議員選挙の

投票日は

４月23日㈰です

　

平
成
17
年
10
月
１
日
を
基
準
日
に
実

施
し
た
国
勢
調
査
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
調
査
を
円
滑

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
今
回
の
国
勢
調
査
の
結
果

（
速
報
値
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
は
速
報
値
で
す
の
で
、
後
ほ
ど
国

が
公
表
す
る
確
定
値
の
人
口
と
は
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
確
定
値
等
の
詳

細
な
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
計
が

終
わ
り
次
第
、
国
か
ら
順
次
公
表
さ
れ

ま
す
。

問
�
合
�
�

　

情
報
政
策
課

　

☎
22―

２
２
０
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
総
務
課

　

吉
田
☎
77―

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55―

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
１

平
成
17
年
国
勢
調
査
の
結
果

「
速
報
値
」
の
お
知
ら
せ

秩
父
市
の
人
口
：
７
０
，
５
５
６
人
�
平
成
17
年
国
勢
調
査
�

平成17年国勢調査 世帯数・人口 比較表

秩 父 市 世帯数
人　　口

総数 男 女
平成17年国勢調査 24,373 70,556 34,398 36,158
平成12年国勢調査 24,641 73,875 36,335 37,540
※平成12年の値は、旧４市町村の値を合算したものです。

旧 秩 父 市 世帯数
人　　口

総数 男 女
平成17年国勢調査 20,046 57,520 27,968 29,552
平成12年国勢調査 20,139 59,790 29,317 30,473

旧 吉 田 町 世帯数
人　　口

総数 男 女
平成17年国勢調査 1,802 5,619 2,807 2,812
平成12年国勢調査 1,806 5,992 2,984 3,008

旧 大 滝 村 世帯数
人　　口

総数 男 女
平成17年国勢調査 600 1,332 676 656
平成12年国勢調査 757 1,711 918 793

旧 荒 川 村 世帯数
人　　口

総数 男 女
平成17年国勢調査 1,925 6,085 2,947 3,138
平成12年国勢調査 1,939 6,382 3,116 3,266

市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。



❺

表  

彰

　

新
井
瞭
壽
氏
（
吉
田
阿
熊
）
は
、
１

月
18
日
、
交
通
安
全
功
労
者
・
安
全
運

転
管
理
者
と
し
て
、
警
察
庁
長
官
と
全

日
本
交
通
安
全
協
会
長
連
名
で
表
彰
さ

れ
、
交
通
栄
誉
章
（
緑
十
字
銀
章
）
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
井
氏
は
、
昭
和
50
年
に
西
秩
父
安

全
運
転
管
理
者
協
会
に
入
会
以
来
、
長

年
に
わ
た
り
安
全
運
転
活
動
や
指
導
に

尽
力
さ
れ
、
地
域
の
交
通
安
全
の
確
保

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
方
々
は
、
昨
年
11
月
10
日
、
調

理
師
制
度
功
労
者
と
し
て
、
埼
玉
県
知

事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

�

大 

村�

稔 

氏

　

大
村　

稔
氏
（
日
野
田
町
）
は
、
昭

和
57
年
か
ら
秩
父
保
健
所
管
内
調
理
師

会
理
事
を
、
平
成
12
年
か
ら
は
同
会
会

計
理
事
を
務
め
、
地
域
会
員
の
調
理
技

術
お
よ
び
衛
生
思
想
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
役
員
と
し
て
積
極
的
な
活

動
を
行
い
、
健
全
な
調
理
師
会
の
育
成

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

�

加 

藤 

秀 

文 

氏

　

加
藤
秀
文
氏
（
山
田
）
は
、
昭
和
63

年
か
ら
秩
父
保
健
所
管
内
調
理
師
会
監

事
を
、
平
成
15
年
か
ら
は
同
会
理
事
を

務
め
、
地
域
会
員
の
調
理
技
術
お
よ
び

衛
生
思
想
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

役
員
と
し
て
積
極
的
な
活
動
を
行
い
、

健
全
な
調
理
師
会
の
育
成
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

警
察
庁
長
官
表
彰新井　瞭壽 氏

（吉田阿熊）

県
知
事
表
彰

　次の方々から、寄附をいただきました。温かな善意
に感謝し、ご紹介します。 （平成18年1月）
◎社会福祉のために

▼19日、宗福寺(井上周二住職)から２万円 ▼31日、
島田畳店（島田正平社長）から下郷福祉交流センター
畳の表返し20枚
◎交通遺児のために

▼13日、武甲酒造（長谷川浩一社長）から14,369円

ご寄附ありがとうございました

みんなで追放 危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

　日に日に春色も増し、秩父盆地の山々も靄に
かすむことが多くなってきました。もう春がそ
こまで来ています。皆さんお元気ですか。
　少子高齢化社会が急速に進む中で、秩父市で
はいろいろな方がボランティアとして活躍をさ
れていますが、今回は社会福祉協議会関係のボ
ランティアについてお話しします。
　秩父市社会福祉協議会は、様々なボランティ
アの方々を中心に構成されている団体です。秩
父市とは補完・補強しあう関係にあり、市民が
互いに支え合うことにより、誰もが安心して生
活を送ることのできる、市民参加による「助け
あい　温もりのまち　ちちぶ」を目指し、事業
を進めています。
　一人暮らしの高齢者や寝たきり・認知症高齢
者、そして障がい者等日常生活が困難な皆さん
に対して、170名の「壮年元気クラブ」の皆さん
による友愛訪問を１月31日から実施しています。
　また、昨年12月27日、吉田・大滝・荒川地区
の社協支部長さんから推薦をしていただき、新
たに37名の皆さんを在宅福祉員として追加委嘱
し、秩父市全体としては436名の在宅福祉員が
それぞれの地域で、一人暮らしの高齢者への訪
問や福祉活動に活躍をしていただいています。
　このように壮年元気クラブ事業や重度障がい
者移動支援事業、子育て支援、小地域福祉活動
推進事業等は、社協役員・評議員はもとより、
153名の支部長、在宅福祉員、老人クラブ会員、
壮年元気クラブ、さらには199名の民生委員・
児童委員など1,000人を超えるボランティアの
皆さんによって支えられ、安心して生活のでき
る助けあいのまちづくりにつながっています。
私は、まちのあちこちでこうした心温まる活動
を眼にするにつけ、親切に黙々と奉仕の精神で
働いていただいている人たちに、深く感銘を受
け、自然と頭が下がります。改めてこの場をお
借りし、心から感謝をいたします。
　ボランティアの皆さんにおかれましては、ど
うかお体に気をつけていただきまして、今後と
も福祉活動にご協力をお願いします。



❻

対�

象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い

が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
、
家
庭
に

お
い
て
育
て
て
い
る
方

　

障
が
い
が
あ
る
児
童
と
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
２
級
３
級
、
療
育
手
帳

Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
同
居
の
家
族
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
支
給
停
止
と

な
り
ま
す
。

手
当
額　

障
が
い
に
応
じ
て
１
級
２
級

に
分
か
れ
ま
す
。
１
級
の
重
度
の
場
合

月
５
０
，
９
０
０
円
、
２
級
の
中
度
の

場
合
月
３
３
，
９
０
０
円
で
す
。

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○ 

社
会
福
祉
施
設（
通
園
施
設
は
除
く
）

に
児
童
が
入
所
し
て
い
る
場
合

対�

象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
２
級
、

療
育
手
帳
Ⓐ
、Ａ
を
お
持
ち
で
、在
宅
で

生
活
さ
れ
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方

手
当
額　

月
５
，
０
０
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
他
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

❶
特
別
児
童
扶
養
手
当

対�

象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
常
時
介
護
が
必
要
な
20

歳
未
満
の
方

　

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

一
定
期
間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

手
当
額　

月
１
４
，
４
３
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

○
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

対�

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

20
歳
以
上
で
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方

○ 

国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

２
つ
以
上
あ
る
方

○ 

国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

１
つ
あ
り
、
さ
ら
に
国
民
年
金
法
２

級
程
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る

方
○ 

肢
体
不
自
由
で
、
国
民
年
金
法
１
級

程
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要

な
方

○ 

内
部
障
害
お
よ
び
そ
の
他
疾
患
で
、

国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

あ
り
、
絶
対
安
静
の
方

○ 

精
神
障
害
（
知
的
障
害
含
む
）
で
、

国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
が
必
要
な
方

　

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

一
定
期
間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

手
当
額　

月
２
６
，
５
２
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

○ 

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３

か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

対�

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方○ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
２
級
３
級
所

持
者

○
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
所
持
者

○ 

65
歳
以
上
で
老
人
保
健
法
の
「
障
害

認
定
」
を
受
け
た
方

　

以
上
の
手
当
、
医
療
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対�

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
養

育
者

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

○ 

未
婚
の
母
で
父
が
い
な
い
児
童
（
認

知
さ
れ
て
い
る
児
童
も
対
象
）

○
そ
の
他
の
理
由
で
父
が
い
な
い
児
童

※ 

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

等
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
時

は
、
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○ 

申
請
者
や
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
時

○ 

申
請
者
や
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○ 

児
童
福
祉
施
設
等
（
母
子
生
活
支
援

施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
と
き

○ 

そ
の
他
状
況
に
よ
り
該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
額　

児
童
１
人
の
場
合
は
、
所
得

に
応
じ
て
、
全
部
支
給
（
月
額
４
１
，

８
８
０
円
）
と
一
部
支
給
（
所
得
に
よ

り
、
月
額
４
１
，
８
７
０
円
か
ら
９
，

８
８
０
円
ま
で
）
の
２
区
分
に
な
り
ま

す
。

注�

意　
「
児
童
」
と
は
、
18
歳
に
な

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

お
子
さ
ん
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
、
医

療
保
険
制
度
で
医
療
を
受
け
た
場
合
に
、

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

　

在
宅
重
度

❷
　

心
身
障
害
者
手
当

❸
障
害
児
福
祉
手
当

❹
特
別
障
害
者
手
当

　

重
度
心
身
障
害
者

❺
　

医
療
費

❻
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
等

❼
　

医
療
費



❼

�
�
�
親
家
庭
等
�
�

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
家
庭
で
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

○ 

父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
児
童

○ 

そ
の
他
の
理
由
で
父
ま
た
は
母
が
い

な
い
児
童

※ 

た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※ 

「
児
童
」
に
つ
い
て
は
、
❻
児
童
扶

養
手
当
の
注
意
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
が
医
療
保
険
制
度
で
医
療
を

受
け
た
場
合
に
、
支
払
っ
た
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

対�

象　

本
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有

し
、
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る

乳
幼
児
の
保
護
者

登
録
申
請　

出
生
・
転
入
時
に
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、ま
だ
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
期
間　

申
請
日
か
ら
、
小
学
校
就
学

の
始
期
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で

保
険
�
変
更　

加
入
医
療
保
険
に
変
更
が

あ
っ
た
時
は
、
速
や
か
に
届
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
医
療
費
�
請
求
�
�
早
�
�
�

問
�
合
�
�

①
�
⑤
�
社
会
福
祉
課
☎
22―

２
２
１
１

　

内
線
１
１
６
６
・
１
１
６
７

⑥
�
⑧
�
�
�
�
課
☎
22―

２
２
１
１

内
線
１
１
８
３
・
１
１
８
４

❽
乳
幼
児
医
療
費

対�

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
個
人

所
有
の
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
含

む
）
を
運
転
し
て
い
る
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
秩
父
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
お
よ
び
難
病
患
者
通
院
交
通
費
補

助
金
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

① 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３

級
の
方

②
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
方

③ 

療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
を
所
持
す
る

知
的
障
が
い
者
と
同
居
し
、
移
動
支

援
を
行
っ
て
い
る
方

④ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

方
補
助
額　

使
用
し
た
燃
料
１
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き
50
円
と
し
、
１
か
月
の
補
助
対

象
量
は
自
動
車
30
リ
ッ
ト
ル
、
バ
イ
ク

10
リ
ッ
ト
ル
が
限
度
で
す
。

申
請
方
法　

次
の
書
類
を
持
っ
て
、
社
会

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
の
受
給
資
格
は
、
認
定
さ
れ

た
月
か
ら
発
生
し
ま
す
。

① 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
運
転
免
許
証

③ 

自
動
車
検
査
証
ま
た
は
標
識
交
付
証

明
書

対�

象　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１

　

級
、２
級
、３
級
の
方

②
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、

　

Ｂ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福

　

祉
手
帳
１
級
の
方

　

た
だ
し
、
自
動
車
等
燃
料
費
補
助
を

受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　

１
年
度
24
枚

利
用
方
法　

１
回
の
利
用
に
１
枚
を
使
用

し
、
初
乗
り
基
本
料
金
を
補
助

申
込
�　

４
月
３
日
㈪
か
ら
28
日
㈮
ま

で
の
間
に
、
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
社

会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

以
上
問
�
合
�
�　

　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
８

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

※ 

４
月
１
日
以
降
、
平
成
17
年
度
分
の

利
用
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

残
券
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
度
分
の
無
料
敬
老
入
浴
券

を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

対�

象　

市
内
に
居
住
す
る
満
65
歳
以

上
の
方

利
用
回
数　

家
庭
に
入
浴
設
備
の
あ
る
方

は
月
１
回
、
設
備
の
な
い
方
は
月
３
回

利
用
施
設　

市
内
各
公
衆
浴
場

申
込
受
付　

３
月
31
日
㈮
か
ら

※ 

平
成
18
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
方
は
、

そ
の
時
点
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

在
宅
重
度

　

心
身
障
が
い
者
に

自
動
車
等
燃
料
費
の

　

一
部
補
助
を

　
　

実
施
し
て
い
ま
す

平
成
18
年
度
分

　

福
祉
タ
ク
シ
ー

　
　
　

利
用
券
を

　
　
　
　

交
付
し
ま
す

平
成
18
年
度
分

　

無
料
敬
老

　
　
　

入
浴
券
を

　
　
　
　

交
付
し
ま
す



　①介護予防を重視した給付や事業を実施
●新予防給付の創設

　介護保険制度がスタートして以来、要介護状態が
軽度な高齢者は年々増加しています。しかし、軽度
な高齢者に対しての介護予防のためのサービス提供
は、本来の目的の要介護状態の改善につながってい
ない状態です。その対策として、介護予防を重視し
た新たな給付や事業を行います。これまで要介護、
要支援認定を受けていた方は、次回の要介護認定の
際に要介護１から要介護５に加え、要支援１、要支
援２の区分で認定がされます。
　要支援１および要支援２の認定を受けた軽度の高
齢者に本来の新たな介護予防給付を行います。
⑴サービスの内容

　 　これまでのサービスを生活機能の維持・向上と
いう観点から見直します。
　〈例〉 単に利用者の生活を低下させる家事代行型

の訪問介護は原則として実施しないことと
し、生活機能の維持、向上に効果が明らか
なサービスを提供します。

　　　　 生活機能の維持・向上のための効果の明ら
かな新しいサービスを提供します。

　〈例〉 運動機能向上、栄養改善、口腔機能向上な
ど

⑵新しいマネジメント体制

　 　要支援、要介護状態になる前から、介護予防に
向けた一貫性・連続性のある「介護予防ケアマネ
ジメント」を確立します。

●地域支援事業の創設

　高齢者が介護や支援が必要となる前に、地域にお
いて介護保険とあわせて包括的なマネジメントを行
いながら、要支援、要介護状態にならないための介
護予防事業などを行います。
⑴介護予防事業

　 　要支援、要介護認定者ではなく、自立した生活
が送れている人を対象にスクリーニングを行い、
虚弱な高齢者に運動機能向上、栄養改善などの介
護予防サービスを提供していきます。また、一般
の高齢者にも介護予防のための健康づくりなどを
行っていきます。

⑵包括的支援事業

　○ 介護予防サービスのマネジメント（介護予防ケ
アマネジメント事業）

　○ 高齢者の総合相談、生活支援サービスとの調整
などの支援事業

　○ ケアマネージャーへの支援や地域での連携など
包括的、継続的マネジメント事業

　○ 虐待に関する相談や成年後見制度の利用のため
の情報提供など、高齢者の虐待防止等権利擁護
事業

　②住み慣れた地域での生活を支援する
　　ためのサービス体系を整備
●地域密着型サービスの創設

　ひとり暮らしの高齢者や認知症の高齢者が増加
する中、自宅で生活する高齢者への支援の必要性
が高まっています。そこで在宅支援を強化するため
に、身近な地域で、地域の特性に応じた多様で柔軟
なサービス提供が可能となるよう、小規模多機能型
居宅介護、認知症高齢者専用のデイサービスなどの
サービスを創設します。
●地域包括支援センターの創設

　虐待など高齢者が抱える様々な問題をどこに相談
すればいいのか、また、介護保険のサービスと医療
や福祉サービスをどのように選択して利用していけ
ばいいのかなど、高齢者の生活を総合的に支援する
ため、地域の①総合的な相談窓口機能、②介護予防
マネジメント、③包括的・継続的マネジメントの支
援を行う「地域包括支援センター」を創設します。
●居住系サービスの充実

　在宅介護と施設介護の中間的な役割をもった、ケ
ア付き居住施設の充実、有料老人ホームなど居住系
サービスの充実を図ります。

　③住宅改修には事前申請が必要になります
　要介護者等が、自宅に手すりを取り付ける等の住
宅改修を行ったときは、必要な書類（領収書、介護
支援専門員等の記載した理由書、工事前・完成後の
写真、工事内訳書等）を添えて、完成後に申請書を
提出することにより、実際の住宅改修費の９割相当
額（上限18万円）が償還払いで支給されています。
　しかし、４月１日以降に行う工事については事
前申請をしていただくこととなり、担当ケアマネー
ジャー（介護支援専門員）等の記載する“住宅改修
が必要な理由書”および工事見積書が新たに必要に
なります。
　介護保険給付対象となる住宅改修を行う予定の方
は、担当ケアマネージャーに必ず相談をしてくださ
い。その他ご不明の点は、高齢者介護課までお問い
合わせください。
問い合わせ　高齢者介護課　☎２５－５２０５（直通）
　　　　　　　　　　　ｆ２２－７１６８

地域で安心して暮らしていけるために

介護保険が変わります
平成18年4月１日から
制度が見直されます

※ 次ページに、上記内容を図で表しましたの

で参考にしてください。
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介護予防を重視した仕組み
高　　　　齢　　　　者

今は、介護を必要としていない高齢者 介護や支援を必要としている高齢者

生活機能低下の早期発見
　検診、関係機関からの連絡、訪問活動による実
態把握等から生活機能の低下している高齢者を把
握します

要　介　護　認　定
要介護状態区分の審査

＋
状態の維持または改善の可能性の審査

自立した生活が送れる人
要支援者

※現行の要支援と要介護１の一部
要支援・要介護状態にな
るおそれのある人

生活機能の維持・向上に効果
が明らかなサービスを提供
運動機能向上、栄養指導、
口腔機能の向上など
※ これまでのサービスも内容
や提供方法を見直します。

新予防給付

要介護者

介護予防事業
介護予防サービスを提供
包括的支援事業
高齢者の総合相談、各
種サービスの調整

地域支援事業

居宅支援事業者がケアマ
ネジメントを行います

介護状態の重度化を防ぎ
ます

要支援、要介護状態にな
ることを防ぎます

在宅サービス
施設サービス

介護給付

地域包括支援センターが介護予防ケアマネジメントを行います

自立した生活を継続

非
該
当
者

　

市
・
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
の
指
導
者
が
、
そ
の
団
体

の
活
動
中
（
指
定
の
練
習
日
）
な
ど
に
、

指
導
中
の
過
失
が
も
と
で
、
損
害
賠
償

責
任
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
て
、
平
成

17
年
度
か
ら
保
険
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
該
当
団
体
は
、
次

の
窓
口
で
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
傷
害
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

加
入
団
体
範
囲

・ 

秩
父
市
体
育
協
会
の
加
盟
団
体
の
各

加
盟
ク
ラ
ブ

・ 

秩
父
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
加
盟
団

体
・ 

秩
父
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

加
盟
団
体

・ 

秩
父
市
青
少
年
育
成
協
議
会
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動

・
そ
の
他
、
市
が
認
め
る
活
動

加
入
資
格　

右
記
の
団
体
ま
た
は
活
動
の

指
導
者
（
無
償
で
指
導
す
る
場
合
に
限

る
）

保
険
料　

市
が
負
担
す
る
た
め
無
料

受
付
窓
口　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
25―

５
２
３
０
（
直
通
）

「
秩
父
市
社
会
教
育
活
動
主
催
者
賠
償

責
任
保
険
」
加
入
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
を
３
月
か
ら
行
い
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
、
㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
社
会
奉
仕
活
動

等
を
行
う
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
て
、
往
復
途
上
も
含
め
た
活
動

中
の
傷
害
事
故
お
よ
び
賠
償
責
任
を
補

償
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
や
指
導
者
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、

ぜ
ひ
こ
の
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

平
成
19
年
２
月
28
日
㈬
ま
で

保
険
期
間　

４
月
１
日
㈯
〜
平
成
19
年
３

月
31
日
㈯

問
�
合
�
�　

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
埼
玉

県
支
部
（
埼
玉
県
体
育
課
内
）

　

☎
０
４
８―

８
３
０―

６
９
５
８

申
込
書
配
布
窓
口

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　

　

☎
25―

５
２
３
０
（
直
通
）

教
育
委
員
会
各
事
務
所

　

吉
田
☎
77―

１
１
０
０
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
７
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
８
（
直
通
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に加

入
し
ま
し
ょ
う

❾



携帯電話による
１１９番通報が
秩父消防本部に
　直接つながる

ようになります

　現在、埼玉県内から携帯電話で１
１９番の通報をすると、さいたま市
消防局が受信し、消防車や救急車を
必要とする場所を管轄する消防本部
に転送しています。
　このため、通報者が場所を明確に
説明できない場合、管轄消防本部ま
での転送に時間がかかる場合があり
ました。
　このことを踏まえ、埼玉県内の消
防本部では、平成18年４月１日から、
電話をかけた場所を管轄する消防本
部に直接つながるようになります。
　ただし、都県境や市町村境で電話
をかけると、中継するアンテナの位
置の関係上、消防車や救急車を必要
とする場所以外を管轄する消防本部
につながる場合もあります。
　携帯電話で１１９番通報するとき
も、一般電話と同じように、住所と
目標となるものを正確に伝えること
で、消防隊、救急隊も早く到着する
ことができますので、皆さんのご協
力をお願いします。
問い合わせ　秩父消防本部指令課
　　　　☎２１－０１１９

食
料
・
飲
料
水
な
ど
の
生
活
必
需
品
、

医
療
・
防
疫
資
機
材
・
発
電
機
な
ど
の

応
急
対
策
用
資
機
材
の
提
供
・
貸
与
、

ま
た
医
療
・
技
術
・
技
能
職
の
職
員
の

派
遣
を
行
い
ま
す
。

　

秩
父
市
と
江
東
区
は
、
荒
川
の
水
の

流
れ
で
結
ば
れ
て
い
て
、
源
流
と
河
口

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
合
併
前
の

旧
大
滝
村
か
ら
引
き
継
が
れ
た
「
荒
川

ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
通
じ
、
交
流
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
栗
原
市
長
と
江
東
区
の
石

橋
助
役
に
よ
り
協
定
書
が
取
り
交
わ
さ

れ
、秩
父
市
民
と
江
東
区
民
の
生
活
を
守

る
た
め
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

危
機
管
理
課

　

☎
22―

２
２
０
６
（
直
通
）

　

市
で
は
、「
災
害
時
等
に
お
け
る
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
東
京
都
江

東
区
と
締
結
す
る
た
め
、
１
月
31
日
に

秩
父
市
で
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地

震
で
災
害
時
に
お
け
る
自
治
体
間
の
応

援
の
有
効
性
が
広
く
認
め
ら
れ
た
た
め
、

県
外
の
自
治
体
と
相
互
応
援
協
定
を
行

う
も
の
で
す
。
災
害
時
に
は
相
互
に
、

栗原市長と江東区石橋助役

東
京
都
江
東
区
と

　
　

災
害
時
等
の
応
援
協
定

を
結
び
ま
し
た

　

秩
父
市
は
、
２
月
８
日
、「
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り　

地
域
安
全
に
関

す
る
協
定
」
を
㈱
ダ
ス
キ
ン
ち
ち
ぶ
と

締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
相
互
に
連
携
し
、
市
内
に

お
け
る
防
犯
や
交
通
安
全
の
広
報
活
動
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
、
見
守
り
活

動
な
ど
を
「
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

犯
罪
を
防
ぐ
に
は
、「
犯
罪
に
遭
わ
な

い
」
た
め
の
知
識
・「
犯
罪
を
お
こ
さ
せ

な
い
」共
通
認
識
・「
犯
罪
に
あ
っ
た
と
き
」

の
対
応
知
識
を
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
全
体
が
持
ち
、「
犯
罪
が

起
こ
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
地
域

全
体
で
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
「
市
と
相
互
に
連

携
お
よ
び
情
報
交
換
等
を
密
に
し
、
安

心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図

る
」
と
い
う
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

市
の
「
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
民
間
企
業
・
団
体

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�　

危
機
管
理
課

　

☎
22―

２
２
０
６
（
直
通
）

㈱ダスキンちちぶ平野専務と

栗原市長

ダスキンちちぶと

地域安全に
 関する協定を
    結びました
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
所
有

者
は
、
そ
の
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
規
�
場
合

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
養
し
て
い

る
方
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
、
鑑
札
と
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費�

用　

一
頭
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

（
内
訳
：
登
録
手
数
料
３
，
０
０
０
円
、

注
射
料
２
，
７
５
０
円
・
注
射
済
票
交

付
手
数
料
５
５
０
円
）

継
続
�
場
合

費�

用　

一
頭
に
つ
き
３
，
３
０
０
円

（
内
訳
：
注
射
料
２
，
７
５
０
円
・
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

※ 

当
日
は
、
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

○ 

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
犬
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○ 

犬
の
死
亡
、飼
い
主
の
住
所
変
更
等
は
、

生
活
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○ 

犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
、
近
所
の
迷
惑
と
な
ら

な
い
よ
う
飼
養
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

会
場
で
は
、
飼
養
放
棄
す
る
犬
の
引

き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
引
き
取
り

を
希
望
す
る
場
合
は
、
秩
父
保
健
所

（
☎
22―

３
８
２
４
）
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�

　

生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
５
（
直
通
）

４
月
17
日
㈪
�
５
月
24
日
㈬

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

秩
父
消
防
本
部
は
、
ア
ス
テ
ラ
ス
製

薬
㈱
か
ら
救
急
車
（
本
体
）
の
寄
贈
を

受
け
、
車
両
の
装
備
、
資
器
材
等
の
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

整
備
が
完
了
し
、
２
月
８
日
、
救
急
車

受
納
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
寄
贈
元
の
ア
ス
テ
ラ
ス

製
薬
㈱
や
救
急
医
療
の
関
係
者
が
参
列

し
、
栗
原
稔
管
理
者
に
目
録
と
ゴ
ー
ル

デ
ン
キ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
救
急
自
動
車
は
、

２
Ｂ
型
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
、
資
器

材
等
は
救
急
救
命
士
が
搭
乗
し
て
も
対

応
で
き
る
高
規
格
車
に
準
じ
た
装
備
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
車
両
は
、
市
内

影
森
分
署
に
配
備
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
よ
り
安
心
安
全
を
提
供
で
き
る

よ
う
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

秩
父
消
防
本
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

救
急
の
高
度
化
に
対
応
し
て
い
く
計
画

で
す
が
、
救
急
車
の
台
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
救

急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
21―

０
１
２
２

影森分署に配備され、

　今後の活用が期待されます

救
急
車
の

受
納
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

平成18年度犬の登録と狂犬病予防注射日程・会場一覧（雨天決行）
○秩父市役所（本庁）
月　日 曜日 会　　場 時　間

 ４月17日 月 浦 山 公 民 館 10:30～11:30
久 那 公 民 館 13:00～14:30

 ４月20日 木 影 森 公 民 館 10:00～12:00
旭 町 公 会 堂 13:30～15:00

 ４月26日 水

大 田 公 民 館 10:00～11:30
小柱農村集落センター 13:00～14:00
下黒谷運動広場駐車場
（㈱西武リースの裏） 15:00～16:00

 ４月28日 金 尾 田 蒔 公 民 館 10:00～11:30
中 蒔 田 椋 神 社 13:00～14:30

 ５月９日 火 高 篠 公 民 館 10:00～12:00
高 篠 恒 持 神 社 13:30～15:00

 ５月11日 木 中宮地町公会堂 10:00～11:30
中村町ちびっこ広場 13:00～14:30

５月16日 火
宮 崎 公 会 堂 10:00～11:30
原谷グラウンド
（文化体育センターとなり） 13:00～15:00

 ５月18日 木 秩父保健センター 10:00～12:00
秩 父 公 園 13:30～15:30

月　日 曜日 会　　場 時　間

５月17日
(第１班) 水

吉田和平様宅横 10:00～10:20
山中　保様宅上 10:40～10:50
大輪コミュニティセンター 11:00～11:10
神岡消防器具庫前 11:20～11:30
大 滝 総 合 支 所 11:40～11:55
山中秀人様宅前 13:00～13:10
礒田善代様宅前 13:15～13:25
小双里健康元気プラザ 13:30～13:40
山口喜三様宅入口 14:00～14:10
中津川消防器具庫前 14:20～14:40
㈱ニッチツ社宅前 15:00～15:10

○大滝総合支所

○大滝総合支所
月　日 曜日 会　　場 時　間

５月17日
（第２班） 水

大久保区集会場 10:30～10:40
県営二瀬駐車場 10:50～11:00
柳田位子様宅前 11:20～11:30
大木消防器具庫前 11:40～11:50
大 島 屋 前 12:00～12:10
麻生区集会所前 13:20～13:30
山中行榮様宅前 13:40～13:50
栃 本 会 館 前 14:00～14:10
旅館扇家山荘前 14:20～14:30

月　日 曜日 会　　場 時　間

 ５月23日 火

上の原集落センター庭 10:00～10:50
井上農村集落センター 11:10～12:00
旧杉村邸跡駐車場 13:30～14:20
阿熊集落センター庭 14:40～15:00
久長農村集落センター庭 15:20～15:40

 ５月24日 水

上吉田生活改善センター庭 10:00～10:40
塚越区集会所前駐車場 11:00～11:40
太田部公民館庭 14:00～14:20
石間交流学習館
水車小屋前駐車場 15:00～15:20

月　日 曜日 会　　場 時　間

５月19日 金

秩父消防署荒川大滝分署裏 ９:30～10:00
セミナーハウス
グラウンド駐車場 10:40～11:10

荒 川 公 民 館 12:30～13:00
荒川総合支所西側駐車場 13:40～14:20
上石原区集会場 15:00～15:30

○荒川総合支所

○吉田総合支所

※期間中はどの会場でも受けられます。
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市
の
ご
み
処
理
業
務
は
、
秩
父
広
域

市
町
村
圏
組
合
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
可
燃
ご
み

と
し
て
収
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
ご
み

の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る

た
め
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
分
別
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

�

�
月
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
資
源

�
�
�
�
�
無
料
�
収
集
�
�
�
�

１　

収
集
す
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

２　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す
と
き
に
、

キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
を
は
ず
す
こ
と
で

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
中

身
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
ボ
ト
ル

を
軽
く
す
す
い
で
水
切
り
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

資
源
ご
み
の
集
積
所
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
収
集
用
の
ネ
ッ
ト
袋
を
配
置
し
ま
す

の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
み
を
収
集
用

袋
の
中
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
集
は
地
区
ご
と
に
日
に
ち

を
指
定
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

収
集
方
法

　

ネ
ッ
ト
袋
に
入
れ
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
み
を
収
集
車
で
回
収
し
ま
す
。

収
集
後
の
ネ
ッ
ト
袋
は
、
各
集
積
所
に

置
い
た
ま
ま
と
な
り
ま
す
の
で
利
用
さ

れ
る
方
々
で
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

ネ
ッ
ト
袋
収
集
は
、
収
集
後
の
作
業

効
率
と
経
費
削
減
を
考
慮
し
ま
し
た
。

レ
ジ
袋
等
の
袋
収
集
の
場
合
、
収
集

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
圧
縮
梱
包
作

業
時
に
袋
を
破
る
作
業
を
行
う
こ
と

や
設
備
お
よ
び
作
業
員
が
必
要
と
な

り
、
ま
た
、
袋
の
中
味
が
見
え
づ
ら

い
こ
と
か
ら
異
物
の
混
入
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

分
別
収
集
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
衣

類
や
文
房
具
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
等

に
再
生
さ
れ
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
課

　

☎
23―

２
４
８
９

この
マークが目印です

:ボトル

PETボトルの識別表示マーク
対象商品には、ラベル部分とボトルに
このマークがついています。
分別収集はこのマークが付いた
ものに限ります。

リサイクルできるPETボトルの種類です
清涼飲料水用 茶系飲料、炭酸飲料、スポーツドリンク、ミネ

ラルウォーター、果実飲料、コーヒー飲料　な
どの容器

酒類用 焼酎、本みりん、洋酒、清酒　などの容器
しょうゆ用 しょうゆの容器
乳飲料等用 ドリンクタイプのはっ酵乳、乳酸菌飲料、乳飲

料などの容器
※ しょうゆ以外の調味料用（ソースなど）、食用油用、非食品
用（洗剤、シャンプー、化粧品、医薬品など）のボトルは混
ぜないでください。

ラベル

① キャップとラベル
は、はずして「可
燃ごみ」として出
してください。

② 軽く中をすすいで
水切りをしてくだ
さい。

③ ペットボトルを横
につぶしてくださ
い。

④ 収集日にごみ集積
所 の ネ ッ ト 袋 に
ペットボトルだけ
を入れてください。

平成18年

４月から

　携帯電話などで、「無料」と表示があるサイトをちょっと
見たら登録料を請求された。利用していない有料サイトの未
納利用金や覚えのない借金の返済を請求された…などの架空
請求による被害にご注意ください。
　請求の詳細があいまいだけど、小額だから、関わりたくな
いからなどと払ってしまうと、もうあなたは「カモ」も同然、
次々と同じような業者から請求を受けるおそれがあります。
・ 利用したり、借りた覚えのない請求は無視して支払わない
ようにしましょう。
・ 不審に思って相手に連絡すると、個人情報を教えてしまう
ことになります。
・ 不当請求や架空請求された証拠は保管しておき、悪質な場
合は消費生活センターや警察に相談しましょう。
相談窓口

市役所消費生活相談室　☎２５－５２００（直通）
　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後４時（祝日を除く）
消費生活支援センター熊谷支所　☎０４８－５２４－０９９９
　毎週月～金曜日　午前９時30分～午後４時（祝日を除く）
問い合わせ　市民生活課　☎２５－５２００（直通）

架空請求と不当請求に
ご注意を！
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寒
さ
に
負
け
ず
に
が
ん
ば
ろ
う
！

�
�
�
�

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

　

ワ
！
ワ
！
ワ
！
輪
が
３
本

　
「
ビ
ッ
グ
ボ
ー
ル
輪
く
ぐ
り
大
会
」

★
大
工
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾

　

君
は「
か
ん
な
」を
知
っ
て
る
か
い
？

　
「
か
ん
な
」
体
験
コ
ー
ナ
ー

★
「
花
め
ぐ
り
ゲ
ー
ム
」

　
　
　
　

芝
桜
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

★
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

　
　
　
　

ク
ラ
シ
ッ
ク 

？
ク
イ
ズ
？

★
秩
父
屋
台
ば
や
し

★
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
お
店

★
秩
父
駅
弁
大
会

　
　
　

秩
父
の
弁
当
は
こ
れ
だ
！

★
散
策
サ
イ
ン

　
　

開
運
案
内
板
「
ど
こ
い
く
べ
ぇ
」

　

第
２
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

表
彰
式
・
展
示
会

★
福
引
き
大
会

　

市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
第
２
２
１
回
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

の
福
引
き
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

��

�　

３
月
18
日
㈯
午
後
７
時
〜

�
�
�　

き
の
じ
や
向
い　

福
引
会
場

※
お
１
人
様
１
回
限
り

※
先
着
１
，
０
０
０
名
様
限
り

　

青
少
年
非
行
防
止

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
実
施
中
！

　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
最
新
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.bazarland.co.jp/710/

第
�
回
写
真
�
�
�
�
�
入
賞
作
品
展

��

��

３
月
21
日
㈫
〜
４
月
７
日
㈮

�
�
�　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　

展
示
ホ
ー
ル

主�

催　

秩
父
商
工
会
議
所

　
　
　
　

Ｔ
Ｍ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
ち
ち
ぶ

入
場
無
料
で
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

済

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

第
２
２
１
回

　

み
や
の
か
わ

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

３
月
18
日
㈯
午
後
７
時
�

平成18年１月分 公共工事の発注状況を公表します
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）
（競争入札）

契約日
完成
予定日

工　　事　　名 工事場所
予定価格
(税込/円）

契約金額
(税込/円）

落札率
（％）

契約業者
工事担当課
☎

５日 ３月24日 急傾斜下水道管敷設工事 羊山公園内 15,015,000 14,595,000 97.20 ㈱萩原工務店 都市計画課
２５－５２１７

12日 ３月24日 森林管理道漆木白岩線舗装工事 吉田石間地内 24,990,000 24,150,000 96.64 ㈱山口組 吉田総合支所産業振興課
７２－６０８３

12日 ３月24日 吉田幹線３号線仲橋側道橋整備
工事（下部工） 下吉田地内 15,645,000 15,225,000 97.32 ㈲ナカケン 吉田総合支所地域整備課

７２－６０８４

12日 ３月24日 永田市営住宅南側窓改修工事 永田市営住宅 14,175,000 13,965,000 98.52 ㈲坂倉工務店 建築住宅課
２５－５２１４

23日 ３月24日 Ａ系列ばっ気槽配管改修及び
鉄製蓋防蝕塗装工事 清流園 12,285,000 8,799,000 71.62 協栄工業㈱ 秩父環境衛生センター清流園

５４－０２３２

26日 ３月20日 秩父第一中学校仮校舎整備工事 旧県立秩父東
高等学校 37,590,000 36,960,000 98.32 ㈱守屋組 建築住宅課

２５－５２１４

26日 ３月24日 ちちぶ銘仙館糸取施設整備工事 ちちぶ銘仙館 14,805,000 14,595,000 98.58 ㈱丸山工務店 建築住宅課
２５－５２１４

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）
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株
式
会
社
シ
バ
サ
キ
は
、
来
年
創
業

55
周
年
を
迎
え
ま
す
。
40
年
以
上
に
わ

た
る
ア
ル
ミ
関
連
製
品
の
製
造
技
術
を

ベ
ー
ス
に
、
従
来
か
ら
の
建
材
・
エ
ク

ス
テ
リ
ア
製
品
に
加
え
、
２
年
連
続
で

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
特
別
賞
を
受
賞

し
た
弊
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
ミ
家
具
や
、

先
端
産
業
向
け
に
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を

創
造
す
る
産
業
用
フ
レ
ー
ム
の
製
作
事

業
、
さ
ら
に
は
省
エ
ネ
や
環
境
に
配
慮

し
た
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
源
と
す
る
、

照
明
・
光
学
関
連
製
品
の
事
業
分
野
に

も
進
出
し
て
い
ま
す
。「
自
然
と
人
間

の
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
を
わ
が
社
の
使
命
と
し
、

顧
客
満
足

の
実
践
を

通
じ
て
地

域
に
、そ
し

て
社
会
に

機
能
す
る

こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

㈱シバサキ

所在地　堀切507
従業員数　140人
代表者　柴崎敏廣
主な製品 アルミ押し出し材を
ベースにした建材、家具、産
業用フレーム等の設計・製作
LED照明器具の開発、設計、
製作
URL　http://www.alfacto.com

　

当
社
は
、
２
０
０
０
年
６
月
に
荒
川

に
架
か
る
さ
く
ら
橋
の
た
も
と
に
設
立

し
ま
し
た
。
こ
た
つ
布
団
、掛
・
敷
布
団
、

羽
毛
布
団
等
、
年
間
44
万
枚
を
生
産
し
、

大
手
量
販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
Ｔ

Ｖ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
で
、
全
国
に
出
荷

し
、�
秩
父
�
�
�
�
�
郷
�
�
�
�

産
業
�
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
『
お
客
様
に
、
快
適
な
眠
り
と
健
康

を
提
供
し
ま
す
。』を
品
質
方
針
に
掲
げ
、

平
成
16
年
に
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取
得

し
、
製
品
の
品
質
保
証
に
加
え
顧
客
満

足
の
向
上
に
全
社
一
丸
と
な
っ
て
邁
進

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
社
２
階
に
は
、
広
さ
２
０

０
坪
の
製
造
直

販
の
売
り
場
、

ク
ロ
ス
館
を
常

設
（
火
曜
定
休

日
）
し
て
地
元

皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

さくら産業㈱

所在地　別所1777

従業員数　82人　

代表者　嶋野靖男

主な製品　こたつ掛・敷布団、
羊毛混掛・敷布団、羽毛掛布
団

　

秩
父
事
業
所
で
は
、
ゴ
ル
フ･

テ
ニ

ス
関
係
を
中
心
と
し
た
研
究
開
発
と
、

ボ
ー
ル
の
製
造
・
ク
ラ
ブ
の
組
立
て
を

行
っ
て
お
り
、弊
社
の
技
術
の
拠
点
で
す
。

　

事
業
強
化
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
12

月
14
日
、
従
来
か
ら
あ
る
研
究
施
設
に

近
い
、
大
野
原
２
４
３
０
番
地
に
、
ゴ

ル
フ
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
敷
地
３
万
８
千
㎡
、
全
長
４

３
０
ｍ
の
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
ゴ
ル
フ

メ
ー
カ
ー
と
し
て
国
内
最
大
級
の
規
模

を
誇
り
ま
す
。　

　

今
後
の
ゴ
ル
フ
用
品
の
設
計
・
技
術

開
発
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
が
近
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
開
発
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
り
、
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
皆

様
に
、更
に「
夢

の
あ
る
商
品
」

を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

ブリヂストンスポーツ㈱

所在地　大野原20

従業員数　268人

代表者　事業所長　山内　真

主な製品　ゴルフボール

URL　http://www.bs-sports.co.jp/

　

当
社
は
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
の
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
本
シ
イ
エ
ム
ケ

イ
株
式
会
社
の
全
額
出
資
子
会
社
と
し

て
昭
和
55
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
多
年
に
渡
り
培
っ
て
き

た
金
型
開
発
設
計
技
術
を
基
に
新
分
野

へ
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
基
板
分

割
シ
ス
テ
ム
は
、
装
着
部
品
へ
の
ス
ト

レ
ス
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
と
国
内

外
の
ユ
ー
ザ
ー
様
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
、
同
じ
く
新
素
材
を
使
用
し
た
リ
フ

ロ
ー
・
フ
ロ
ー
冶
具
は
熱
伝
導
率
、
強

度
に
優
れ
業
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

は
海
外
に
も
展
開
、
強
い
信
頼
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
環
境
お

よ
び
品
質
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に

基
づ
き
、
秩
父
の
豊

か
な
自
然
を
守
り
、

地
域
に
密
着
し
た
企

業
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

シイエムケイメカニクス㈱

所在地　下吉田560
従業員数　129人
代表者　新井　薫
主な製品 プリント配線板用金
型、放熱用ヒートシンク、リ
フロー冶具、基板分割システ
ムの製造販売、エンジニアリ
ング事業
URL　http://www.cmk-mechanics.co.jp

シイエムケイメカニクス㈱工場内

グッドデザイン中小企業庁
長官特別賞　alula chair

ブリヂストンスポーツテストセンター社屋およびクロス館内部

14

秩父大好きちちぶっ子に知ってもらいたい新秩父市の未来を築く企業



企
業
訪
問
�
�
�
�

　

昨
年
に
引
き
つ
づ
き
、
今
年
度
は
特

に
、
新
た
な
秩
父
市
の
更
な
る
繁
栄
の

た
め
、
合
併
し
た
旧
町
村
地
域
の
工
業

系
企
業
を
中
心
に
、
13
社
の
企
業
訪
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
業
訪
問
で
は
、
市
内
企
業

の
現
状
把
握
と
企
業
の
将
来
展
望
を
お

伺
い
し
、
今
後
の
行
政
展
開
に
生
か
す

た
め
に
各
般
の
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

現
状
�
課
題

　

現
在
、
わ
が
国
の
経
済
状
態
は
月
例

経
済
報
告
な
ど
に
よ
る
と
景
気
は
回
復

基
調
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
当
地

域
に
お
い
て
は
回
復
は
ま
だ
実
感
で
き

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
地

域
の
生
産
年
齢
人
口
の
絶
対
数
が
減
少

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
秩
父
地
域
で
も

優
秀
な
人
材
が
他
の
地
域
へ
流
出
し
て

し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
の
訪
問

先
の
企
業
で
は
、
高
い
技
術
力
と
優
れ

た
経
営
方
針
に
よ
り
、
製
品
が
国
の
内

外
で
多
く
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
企
業
、
新

分
野
へ
の
戦
略
的
な
投
資
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
企
業
、優
れ
た
企
業
理
念
に

よ
り
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
企
業

な
ど
素
晴
ら
し
い
企
業
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
報
ち
ち
ぶ

へ
３
か
月
に
わ
た
り
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

優
秀
�
人
材
�
必
要
性

　

今
回
訪
問
し
た
企
業
の
多
く
で
共
通

し
た
内
容
と
し
て
は
、
企
業
が
継
続
的

に
発
展
を
し
て
い
く
に
は
、
優
秀
な
人

材
の
確
保
が
重
要
な
条
件
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
優
秀
な
人
材
が
な
か
な
か

集
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

あ
る
企
業
で
は
、
採
用
し
た
社
員
に

対
し
数
年
に
わ
た
り
研
修
を
行
っ
た
り
、

人
材
の
確
保
の
た
め
に
都
内
に
事
務
所

を
構
え
て
い
る
企
業
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
若
者
の
人
口
が
減
少
し
て
行

く
中
で
、
人
材
の
確
保
が
更
に
難
し
く

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
、
も
と
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
、
秩
父
に
も
魅
力
が
あ
る
企
業

が
あ
り
、
優
秀
な
人
材
を
す
ぐ
に
で
も

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
小
中
高
生
な

ど
や
そ
の
保
護
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
�
取
組

　

工
業
は
秩
父
市
の
最
も
重
要
な
産
業

の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
産
業
の
振
興
が

秩
父
市
の
発
展
を
左
右
す
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
住
む
秩
父
地
域
は
比
較
的

地
震
に
強
い
地
域
で
あ
る
こ
と
や
、
豊

か
な
自
然
・
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
利
点
を
踏
ま
え
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
行
政
と
し
て
も
、
こ
の
街
に
素
晴

ら
し
い
企
業
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
発

信
し
、
企
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政

へ
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
地
元
企
業
お
よ
び
地
域

経
済
の
発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
�
合
�
�　

工
業
振
興
課

　

☎
22―

３
４
２
８
（
直
通
）

企業の方から説明を

受ける栗原市長

秩
父
大
好
き
ち
ち
ぶ
っ
子
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

新
秩
父
市
の
未
来
を
築
く
企
業

　

市
で
は
企
業
の
高
速
通
信
回
線
環
境

を
改
善
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
、高
速
大
容
量
通
信
網（
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
）
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
当
面
の
間

の
措
置
と
し
て
、
専
用
線
型
高
速
通
信

回
線
利
用
料
金
の
一
部
に
つ
い
て
月
額

最
高
５
万
円
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
制
度
�
概
要

　

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
法
人
に
対
し

て
、
年
度
ご
と
の
予
算
の
範
囲
内
で
専

用
線
型
高
速
通
信
回
線
利
用
料
金
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。（
一
部
法
人
を
除
く
）

補
助
対
象

１ 

．
非
対
称
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
（
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
）
の
サ
ー
ビ
ス
範
囲
外
で
、

専
用
線
型
高
速
通
信
回
線
を
利
用
し

て
い
る
者

２
．
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

補
助
金
額

　

１
月
あ
た
り
の
回
線
基
本
料
金
の
２

分
の
１
の
範
囲
で
、
月
額
最
高
５
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

※ 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
業
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�

　

工
業
振
興
課

　

☎
22―

３
４
２
８
（
直
通
）

　

ｆ

25―

０
１
３
６

専
用
線
型
高
速
通
信
回
線
の

利
用
料
金
を
補
助
し
ま
す
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工
業
団
地
�
概
要

　

秩
父
み
ど
り
が
丘
工
業
団
地
は
、
総

面
積
63
ｈ
ａ
の
緑
に
囲
ま
れ
た
工
業
団

地
で
す
。
こ
の
工
業
団
地
は
埼
玉
県
企

業
局
に
よ
り
全
22
区
画
が
整
備
さ
れ
、

平
成
８
年
に
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
区
画
が
分
割
さ
れ
、
全
25
区
画

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

分
譲
価
格
は
�
坪
�
�
�
約
�
万
�

千
円
、
リ
ー
ス
の
場
合
は
月
あ
た
り
坪

�
�
�
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
下

記
価
格
表
参
照
）

　

ま
た
、
工
業
団
地
内
に
は
付
帯
施
設

と
し
て
、
公
園
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
集
会
や
会
議
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
「
地
区
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
進
出
企
業
の
従

業
者
や
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
進
出
状
況

　

今
年
１
月
１
日
現
在
で
操
業
開
始
し

て
い
る
企
業
が
12
社
、
建
設
中
お
よ
び

進
出
が
決
定
し
て
い
る
企
業
が
３
社
、

申
込
み
の
あ
っ
た
企
業
が
２
社
と
な
っ

て
お
り
、
全
25
区
画
中
21
区
画
が
契
約

済
み
、
２
区
画
が
申
込
済
と
な
っ
て
い

ま
す
。

各
区
画
別
�
進
出
状
況

操
業
開
始
�
�
�
�
企
業

１―

Ａ
号
区
画　

㈱
Ｔ
Ｊ
Ｍ
デ
ザ
イ
ン

２―

Ａ
号
区
画　

㈲
ダ
ッ
ク

３
・
４
号
区
画　

㈱
リ
テ
ラ

５
・
６
号
区
画　

㈱
中
川
機
器
製
作
所

７
号
区
画　
　
　

㈱
豊
運

８
・
９
号
区
画　

田
中
電
子
㈱

10
号
区
画　
　
　

ミ
ゼ
ッ
テ
ィ
工
業
㈱

13
・
14
号
区
画　

 

㈱
武
蔵
野
香
料
化
学

研
究
所

15
号
区
画　
　
　

 
㈱
ワ
ー
ル
ド
オ
ー

シ
ャ
ン

17
号
区
画　
　
　

㈱
三
球
電
機
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　

 （
㈱
サ
ン
ラ
ッ
ク
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

 

㈱
大
宙
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
）

18
号
区
画　
　
　

引
間
運
輸
㈱

19
・
20
号
区
画　

㈱
タ
ナ
カ
技
研

進
出
�
決
定
�
�
�
�
企
業

２―

Ｂ
号
区
画　

東
洋
パ
ー
ツ
㈱

12
号
区
画　
　
　

㈱
丸
和
運
輸
機
関

21
・
22
号
区
画　

㈲
高
篠
運
輸　

16―

Ａ
号
区
画
、
16―

Ｂ
号
区
画
は

正
式
に
契
約
が
済
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、

申
込
み
の
あ
っ
た
区
画
で
す
。

Ｗ=10ｍ

Ｗ=10ｍ

調整池

汚水
処理
場

Ｗ
=1
0ｍ

Ｗ=16
ｍ

21
22

20
19

17
18

16-B

16-A
13

4

15

32-A1-A

10

98

7

6

5 公園

公園

14

1211

2-B

1-B

至
県
道
久
長
秩
父
線

地区センター

Ｗ=10ｍ

140

140

140

299

254

254

秩父みどりが丘
工業団地

至児玉

寄居

皆野

黒谷

国
道　
号
皆
野
寄
居
バ
イ
パ
ス

大野原

至秩父市

140 Ｊ
Ｒ
八
高
線

東
武
東
上
線

至熊谷 秩父鉄道

関越自動車道

花園I.C.

秩
父
み
ど
り
が
丘
工
業
団
地
へ
の

　
  

企
業
進
出
が
進
ん
で
い
ま
す

所在地　秩父市みどりが丘
交　通　関越自動車道花園I.C.から25㎞ 
　　　　国道140号から5.0㎞
　　　　国道299号から3.5㎞
給　水　秩父市上水道から2,100m3/日
排　水　自社処理後、団地内処理場へ

問い合わせ・資料請求
埼玉県企業局　管理部　分譲推進課
　〒330-0063　
　さいたま市浦和区高砂3-14-21
　☎０４８－８３０－７１２３　　
　Ｆ０４８－８２５－２９２０

市役所工業振興課
　〒368-8686
　秩父市熊木町8-15
　☎２２－３４２８(直通)　　
　Ｆ２５－０１３６

リースもご利用いただけます
・契約類型
　　定期借地権の事業用借地権
・契約期間
　　 10年以上20年以下で立地企業と
　　合意した期間
・賃料月額
　　算式＝（固定資産税年額相当
　　　　　　＋分譲価格の1.5％）÷12
　 　※区画ごとに異なるが、
　　　　30円/月m2（100円/月坪）程度
・保証金等
　　賃料月額６か月分　および
　　連帯保証人１人以上

交通アクセス秩父みどりが丘工業団地分譲状況

区画
番号

面　　積 分譲単価 分譲価格
㎡ （坪） 円/㎡ （円/坪） 円

1-B 32,407.71 （9,803） 17,000 （56,198） 550,931,070

11 9,988.50 （3,022） 15,800 （52,231） 157,818,300
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区
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
利
用
で
き
な
い
地
区

（
局
舎
か
ら
遠
方
の
地
区
、光
収
容
地
区
）

へ
の
エ
リ
ア
拡
大
を
迅
速
に
進
め
る
よ

う
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
て
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
田
地
区
、
大
滝
地
区
、
荒

川
地
区
に
つ
い
て
も
、デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ

バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
の
早
期
解
消
を

図
る
た
め
、引
き
続
き
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
の
で
、
誘
致
運
動
へ
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
申
込
�
�
�
�

　

今
回
の
提
供
開
始
エ
リ
ア
に
お
い
て

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」、「
ひ
か
り
電
話
」
の
ご

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お

り
本
申
込
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
仮
申
込
�
�
�
�
方

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
、
順
次
意
向
確

認
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
そ
の
際
に
本
申
込
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
お
急
ぎ
の
方

は
直
接
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本 

埼
玉
北
営

業
支
店
（
☎
０
１
２
０―

９
７
１
１
６

８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
※
仮

申
込
の
有
無
に
よ
る
工
事
日
程
の
優
先

扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

�
�
仮
申
込
�
�
�
�
�
�
�
方

　

直
接
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本 

埼
玉
北
営

上
野
町
�
熊
木
町
�
番
場
町
�
東
町
�

本
町
�
宮
側
町

�

�
月
15
日
㈬
提
供
開
始
予
定

�
�
�
�
丘

�

�
月
28
日
㈫
提
供
開
始
予
定

　

市
、
商
工
会
議
所
等
、
市
内
21
団
体

で
構
成
す
る
「
秩
父
市
高
速
大
容
量

通
信
網
整
備
促
進
協
議
会
」（
会
長
：

栗
原
市
長
）
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
誘
致
運

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
誘
致
運
動
の
取
組
を
受

け
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
２
月
13
日
、
市

内
一
部
地
域（
６
町
）で
の「
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
」、「
ひ
か
り
電
話
」（「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」

を
利
用
し
た
光
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
）

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
正
式
決
定
し
、
発

表
し
ま
し
た
（
２
月
27
日
に
は
、
み
ど

り
が
丘
も
追
加
）。
誘
致
運
動
に
対
す

る
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
ご
協

力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
提
供
エ
リ
ア
は
、
設
備
の
都

合
な
ど
も
あ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秩
父
ビ
ル
周

辺
の
一
部
地
域
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
今
回
の
提
供
開
始
を

契
機
と
し
て
、
仮
申
込
の
多
か
っ
た
地

業
支
店
（
☎
０
１
２
０―

９
７
１
１
６

８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

い
ず
れ
の
場
合
も
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
経

由
で
の
申
込
み
を
ご
希
望
の
方
は
、

各
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
電
話
�
�

詳
�
�
�
�
�
�
内
容
�
料
金
�
�
�

�
�
問
�
合
�
�

�
�
�
東
日
本 

埼
玉
北
営
業
支
店�

�

☎
�
�
�
�―

�
�
�
�
�
�

〔
営
業
時
間
：
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
〕

ま
た
は　

�
�
�

〔
営
業
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
も
営
業
〕

�
�
�
東
日
本
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�h

ttp
:/

/
fle

ts.c
o
m

�

　

市
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
」
仮
申
込
受
付
に
つ
い
て
、

集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
件
数
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
換
算
�
�
�
�
�
�
件
�
�
�
�

�
�
秩
父
局
�
�
�
�
�
�
�
�
件
�

�
�
�
皆
野
局
�
�
�
�
�
�
件
�

　

多
く
の
皆
様
に
仮
申
込
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
高
速
大
容
量
通
信
網

整
備
促
進
協
議
会
（
事
務
局
：
企
画
広

報
課
）
☎
22―

２
２
０
２
（
直
通
）

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

city.chichibu.lg.jp

　

２
月
７
日
、
市
優
秀
産
業
技
術
者
・

技
能
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
内
の
事
業
所
に
お
い
て
そ
の

職
に
10
年
以
上
従
事
し
、
か
つ
卓
越
し

た
技
術
や
技
能
を
有
し
、
他
の
技
術
者

の
模
範
と
な
る
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
山
田
の
㈱
埼
玉
富
士
で
、

小
型
化
か
つ
高
速
化
を
要
求
さ
れ
る

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
装

置
（
全
自
動
合
理
化
装
置
）
の
製
作
や
、

図
面
上
に
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
部
品

の
合
わ
せ
作
業
を
手
仕
上
げ
す
る
加
工

技
術
な
ど
を
持
ち
、
装
置
の
組
立
調
整

を
行
う
引
間
孝
さ
ん
（
久
那
）
と
櫻

井
健
二
さ
ん
（
皆
野
町
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

工
業
振
興
課

　

☎
22―

３
４
２
８
（
直
通
）

提
供
開
始
エ
リ
ア

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」仮
申
込

受
付
結
果
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
���
�
�
�
電
話
�
�
市
内
一
部
地
域
�
�
�
�
�

提
供
開
始
�
�
�
�
�
�
�
�
�
利
用
�
�
�
�
�

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」が
一
部
地
域
で

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
！

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」が
一
部
地
域
で

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
！

表彰された引間 孝さん（中央左）

と櫻井健二さん（中央右）

優
秀
産
業

技
術
者
・
技
能
者
を

表
彰
し
ま
し
た
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職員の分限および懲戒処分の状況4
（１）　分限処分

　分限処分とは、公務の能率を維持し、適正な行政運営を確保することを目的として、職員の勤務実績がよくない場合や心
身の故障など、その職責を十分に果たすことができない場合に、職員の意に反して行う、不利益な身分上の変動をもたらす
処分であり、免職、降任、休職および降給があります。
○分限処分の状況（平成16年度）　　　休職　１人

（２）　懲戒処分

　懲戒処分とは、法令に違反した場合等、職員の職務上の義務違反に対して、任命権者が、公務員の秩序を維持するために
行う制裁的処分であり、免職、停職、減給および戒告があります。
○懲戒処分の状況（平成16年度）　　　減給　１人
　（注） （１）、（２）とも合併前の旧４市町村および旧秩父衛生組合の状況です。

職員の服務の状況５
　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、全力を挙げてこれに専念しな
ければならないこととされています。この趣旨を具体的に実現するため、地方公務員法によって、法令等および上司の職務
上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、
営利企業等の従事制限などの服務上の制約が課されています。

職員の研修および勤務成績の評定の状況６
（１）　職員の研修の概要

　市では、市民の信頼と負託に応える能力と資質
を備えた職員の育成を目指し、右記の研修体系図
に基づき研修を実施しています。
　地方公務員としての基本的な心構えや公務員倫
理はもとより、複雑多様化する行政環境に積極的
かつ的確に対応するための政策形成能力や創造力、
法務能力など、職務を行ううえで必要な能力の向
上を目的とし、職員一人ひとりの意識を高め、改
革・改善に向けた主体的な創意工夫を引き出す職
場づくりを目指し、人材育成を図っています。

職員の福祉および利益の保護の状況７
（１）　福利厚生制度の概要

　職員の共済制度は、地方公務員法第43条に基づいて定められた地方公務員等共済組合法によって具体的に定められていま
す。共済制度を運用し、実施する主体は埼玉県市町村職員共済組合です。
　埼玉県市町村職員共済組合では、組合員である職員とその家族の病気・ケガ・出産・死亡・休業または災害に対して必要
な給付を行う「短期給付事業」、職員の退職・障害・死亡に対して、年金または一時金の給付を行う「長期給付制度」、健康
の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金の貸付などの「福祉事業」の大きく分けて３つの事業を行っています。
　なお、共済組合の事業を運営する費用は、組合員である職員の掛金と使用者である市の負担金によって賄われており、市
の負担金の率は、法定されています。
　その他、当市における相互共済および福利厚生を目的として職員互助会（「秩父市役所淳交会」）を組織し、職員の葬祭に
際しての給付事業等を実施しています。

（２）　公務災害の認定状況

　公務災害補償制度は、職員が公務上の災害（負傷、疾病、障害および死亡）または通勤による災害を受けた場合に、その災害によっ
て生じた損害の補填（補償）と、被災職員の社会復帰の促進および職員・遺族の援護を図るために必要な事業（福祉事業）を
行うことを目的としています。具体的には、地方公務員法第45条に基づく地方公務員災害補償法によって定められています。
　平成16年度に合併前の旧４市町村および旧秩父衛生組合において、公務災害または通勤災害と認定された件数は、６件（公
務災害６件、通勤災害なし）です。

勤務条件に関する措置の要求の状況８
　合併前の旧４市町村および旧秩父衛生組合において係属事
案はなく、平成16年度に新たな措置要求はありませんでした。

不利益処分に関する不服申立ての状況９
　合併前の旧４市町村および旧秩父衛生組合において係属事
案はなく、平成16年度に新たな不服申立てはありませんでした。

（２）　職員の勤務成績の評定の概要

区　分 内　　　　容

評定の回数・時期 毎年１回・１月１日を評定の基準日とする

対象職員 全職員（特別職、休職者および臨
時職員等を除く）

評定の方法
勤務実績（執務態度、理解力、企
画力、責任感等）、適性等について
評価を行う

（注） この評定結果は、人事異動（昇任等）に反映しています。

自主研究グループ研修
通信教育講座
研修図書等貸出

ＯＪＴモデル研修
　個別指導
　集団指導
　職場会議

新規採用職員研修
新規採用職員３か月研修
新規採用職員後期セミナー
初級職員研修
中級職員研修
上級職員研修

主事・技師級研修
主任級研修
係長級研修
課長補佐級研修
課長級研修
部・次長級研修

グッドマナー研修
ＡＬＴ研修
宿泊研修
管理職研修
管理職特別研修
救急救命講習

埼玉県
彩の国さいたま人づくり広域連合
自治人材開発センター
市町村アカデミー
国際文化アカデミー
秩父広域市町村圏組合
その他の研修機関

階層別研修
（市単独）

階層別研修
（自治人材開
発センター）

特別研修

集合研修
（基本研修）

派遣研修

職場外研修

職場研修

自主研修

職員研修

【研修体系図】
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秩父市人事行政の運営等の状況を公表します
問い合わせ　人事課　☎２２－２２０７（直通）

　地方公務員法の一部改正により、人事行政の運営等の状況の公表が義務付けられ、これに伴い、市では「秩父市人
事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を制定しました。この条例に基づき、市職員の給与や勤務条件、研修や
福利厚生等について、主に前年度の状況を公表します。
　なお、公表事項中、「１　職員の任免および職員数に関する状況」と「２　職員の給与の状況」は、「市報ちちぶ」
平成18年１月号にも掲載しているほか、すべての公表事項の内容は、市ホームページおよび人事課でご覧いただけます。

職員の任免および職員数に関する状況1
　市ホームページ、人事課および「市報ちちぶ」平成18年１月号でご覧いただけます。

職員の給与の状況２
　市ホームページ、人事課および「市報ちちぶ」平成18年１月号でご覧いただけます。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況３
（１）　勤務時間の概要（標準的なもの） （平成17年４月１日現在）

開始時刻 休息時間 休憩時間 終了時刻 １日の勤務時間 １週間の勤務時間

午前８時30分 正午～午後０時15分
午後３時～３時15分

午後０時15分
～１時 午後５時15分 ８時間 40時間

（注）勤務の特殊性により、上記と異なる勤務時間が運用される場合があります。

（２）　年次有給休暇の取得状況（平成16年）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20日を超えな
い範囲の残日数は、翌年に繰り越すことができます。

（３）　 育児休業等の取得状況（平成16年度中に新たに育児休

業等を取得した職員）

　育児休業は、子が満３歳の誕生日を迎える日の前日までの
期間を限度として勤務しないことができる制度であり、部分
休業は、勤務時間の一部を勤務しないことができるものです。
なお、当該取得期間は無給となります。

平均取得日数 消化率
旧秩父市 9.5日 24.3％
旧吉田町 8.6 22.1
旧大滝村 9.2 24.8
旧荒川村 11.2 28.3

旧秩父衛生組合 9.8 24.4

育児休業 部分休業
旧秩父市 12 1
旧吉田町 1 0
旧大滝村 0 0
旧荒川村 1 0

旧秩父衛生組合 0 0

（人）

（４）　 介護休暇の取得状況

　　　（平成16年度）

　介護休暇は、長期にわたって
介護が必要な家族を介護するた
めの休暇であり、連続する６月
の範囲内で取得することができ
ます。なお、当該取得期間は無
給となります。

介護休暇
旧秩父市 1
旧吉田町 0
旧大滝村 0
旧荒川村 0
旧秩父衛生組合 0

（５）　特別休暇の概要

　特別休暇は、下記の表に掲げる事由がある場合に、それぞ
れに掲げる期間について１日、１時間または１分を単位とし
て取得することができます。ただし、公務の運営に支障があ
り、他の時期においても当該休暇の目的を達することができ
ると認められる場合は、この限りではありません。

休暇の原因 付与日数
①選挙権等の権利を行使する場合 その都度必要と認められる期間
②議会や官公署等へ出頭する場合 その都度必要と認められる期間

③産前産後休暇
出産予定日６週間（多胎妊娠の場合は、
14週間）前（出産予定日を含む）から
産後８週間（出産日の次の日から）を
経過するまでの期間

④ 妊娠中または出産後１年以内の職員が
健康診査を受ける場合

妊娠中および出産後１年以内の期間に
応じ、１回につき１日の範囲内でその
都度必要と認められる時間

⑤ 妊娠中の職員が通勤により母体または
胎児に影響を与える場合

１日を通じて１時間を超えない範囲内
でそれぞれ必要と認められる時間

⑥生後1年に達しない子を育てる場合 １日２回それぞれ30分間
⑦ 生理日における勤務が著しく困難な場
合

３日の範囲内でその都度必要と認めら
れる期間

⑧忌引の場合 10日以内でそれぞれ定める期間
⑨配偶者、父母および子の祭日の場合 それぞれ１日
⑩ 感染症の予防および感染症の患者に対
する医療に関する法律による交通の制
限もしくは遮断または健康診断の場合

その都度必要と認められる期間

⑪災害により現住居が滅失等した場合 １週間の範囲内でその都度必要と認め
られる期間

⑫結婚の場合 ５日の範囲内で必要と認められる期間

⑬妻の出産 ３日の範囲内でその都度必要と認めら
れる期間

⑭ 妻の出産する場合に産前（６週間）か
ら産後（８週間）の期間において当該
出産に係る子または小学校就学の始期
に達するまでの子の養育のため

当該期間内で５日の範囲内の期間

⑮ 小学校就学の始期に達するまでの子を
看護する場合

一の年において５日の範囲内で必要と
認められる期間

⑯夏季休暇 ７月から９月までの期間内において３
日

⑰ 災害または交通機関等による事故によ
り出勤が困難な場合 その都度必要と認められる期間

⑱ 災害時に通勤途上における身体の危険
を回避する場合 その都度必要と認められる期間

⑲ 骨髄提供のために必要な検査、入院等
をする場合 その都度必要と認められる期間

⑳ボランティア休暇 一の年において５日の範囲内で必要と
認められる期間

（人）
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平
成
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年
度
の
土
地
・
家
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る

固
定
資
産
税
は
、
平
成
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年
１
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１
日

現
在
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

こ
の
現
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・
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在
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に
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の
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土
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に
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縦
覧
期
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３
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〜
６
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１
日
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前
８
時
30
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午
後
５
時
15
分
）
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土
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日
・
祝
日
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く
）

場�

所　

市
役
所
課
税
課
・
吉
田
総
合

支
所
・
大
滝
総
合
支
所
・
荒
川
総
合
支
所

　

ま
た
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
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前
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所
有
者
の
み
対
象
だ
っ
た
固
定

資
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税
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税
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帳
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記
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項
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必
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い
て
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
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詳
し
く
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お
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合
わ
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だ
さ
い
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な
お
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

（
納
付
書
）
は
、
５
月
上
旬
に
お
送
り

す
る
予
定
で
す
。

　

固
定
資
産
の
価
格
に
異
議
の
あ
る
方

は
、
４
月
３
日
㈪
か
ら
、
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま
で
の
間

に
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審

査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

問
�
合
�
�　

課
税
課

　

☎
22―

２
２
１
１

内
線
１
２
７
８
・
１
２
７
９

無
料
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す

軽自動車　原付自転車を
　　　　　　お持ちの方へ

名義変更・廃車等の
届出はお早めに

　軽自動車税は、４月１日に軽自動車また
は原付自転車をお持ちの方が対象となりま
す。
　あなたの所有している原付自転車・軽自
動車等の登録内容に変更が生じた場合、早
急にナンバープレートの交換・住所（定置
場）変更・名義変更・廃車のいずれかの手
続きを取るようお願いします。
　また、名義人が死亡し、次の賦課期日ま
でに名義変更等の届出がない場合、世帯主
もしくは相続人へ変更されますのであらか
じめご了承ください。

＊ 車種により、取扱窓口が異なるので下記
を参照してください。

問い合わせ　課税課諸税担当
　　　　☎22－2209（直通）
　　　　☎22－2211内線1276・1277

廃車の手続き
をする場合

・車が使用不能になったとき
・車がすでにないとき　
・転出するとき　など

名義変更の手
続きをする場
合

・知人等に譲ったとき
・ 車を秩父市に残して転出し
たとき
・名義人死亡のとき　など

住所（定置場）
変更の手続き
をする場合

・  車をもって市外に転出した
とき
・住所を変更したとき　など

車　　　種 取　扱　窓　口

〇原付自転車
　（125cc以下）
〇ミニカー
〇 小型特殊自
動車

市役所課税課諸税担当
　☎22－2211
　　内線1276・1277
各総合支所総務課税務担当

二輪のバイク
（125ccを超える
もの）

関東運輸局埼玉陸運支局
熊谷自動車検査登録事務所
　☎050－5540－2027

軽自動車
（四輪）

軽自動車検査協会
　埼玉事務所熊谷支所
　☎048－574－1662

　旭町会では、財団法人自治総合センター
が実施している平成17年度宝くじ助成を受
けて、屋台ばやしの演奏に必要な太鼓など
を購入しました。
　この事業は、地域のコミュニティの健全
な発展を図るため、宝くじの売上金の一部
を原資として、コミュニティで行われる各
種の活動を支援するためのものです。

コミュニティ助成事業
で太鼓などを
購入しました

土
地
・
家
屋

縦
覧
帳
簿
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一
般
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養
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座

��

�　

一
覧
表
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と
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り

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室

　
　
　
　
（
開
・
閉
講
式
は
ホ
ー
ル
）

定�

員　

一
般
成
人
60
人

専
門
講
座

�
�
�　

秩
父
の
石
仏
採
訪
コ
ー
ス
・

秩
父
の
谷
地
と
植
物
調
査
コ
ー
ス
・
秩

父
の
祭
り
を
探
る
コ
ー
ス

内�

容　

一
覧
表
の
と
お
り

対�

象　

一
般
教
養
講
座
を
修
了
し
た
方

定�

員　

各
コ
ー
ス
と
も
15
人
程
度

受
講
料　

一
般
教
養
講
座
・
専
門
講
座

と
も
、
年
間
５
，
０
０
０
円

申
込
�　

一
般
教
養
講
座
・
専
門
講
座

と
も
、
４
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か

ら
歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
で
受
け
付

け
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

（
電
話
申
込
み
不
可
）

※
受
講
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22―

０
４
２
０

�

秩
父
地
域
�
植
物
等
�
自
然
環
境
�
風
土
�
歴
史
等
�
社
会
環
境
�

文
化
�
民
俗
芸
能
等
�
�
�
�
専
門
的
�
講
義
�
�
�
実
技
�
学
�

場
�
�
�
�
�
�
学
�
�
�
�
�
開
講
�
�
�
�

分
野回 月日・会場 内容・講師
開講式・公開講座
４月22日㈯午後１時30分　ホール

「写真で見る秩父の50年」
長瀞町文化財保護審議会委員長　南　良和 先生

自
然

１ ５月13日㈯ 午後１時30分
研修室

「秩父の地質」
埼玉県立皆野高等学校校長　吉田 健一 先生

２ ５月25日㈭午後６時30分
研修室

「秩父演習林の森を記録する」東京大学大学院農学生命科学研究
科附属科学の森教育研究センター秩父演習林助手 藤原 章雄 先生

３ ６月10日㈯ 午後１時30分
研修室

「秩父の文化と本多静六」
本多静六博士を記念する会会長　小山 千秋 先生

４ ６月22日㈭ 午後６時30分
研修室

「巨樹の消滅と発見」
さいたま川の博物館学芸主幹　大久根 茂 先生

文
学
・
歴
史

５ ７月８日㈯ 午後１時30分
研修室

「金子兜太の秩父」
大東文化大学非常勤講師　新井 英之 先生

６ ７月27日㈭ 午後６時30分
研修室

「秩父を掘る」
元埼玉県文化財保護審議会委員　小林　茂 先生

７ ８月24日㈭ 午後６時30分
研修室

「秩父から和銅奉献」
秩父市和銅保勝会会長　若林　好 先生

８ ９月28日㈭ 午後６時30分
研修室

「秩父の近世Ⅱ」
元荒川村誌編纂委員　島﨑 孝志 先生

９ 10月14日㈯ 午後１時30分
研修室

「戦国争乱期の秩父」
獨協大学経済学部教授　新井 孝重 先生

10 10月26日㈭ 午後６時30分研修室
「秩父事件－武装蜂起の歴史的感性－」
秩父市文化財保護審議委員会委員長  千嶋　壽 先生

民
俗
・
芸
能

11 11月25日㈯ 午後１時30分研修室
「秩父の風土と家郷文化」
京都大学名誉教授　薗田　稔 先生

12 12月14日㈭ 午後６時30分研修室
「オオカミと三峰信仰」
秩父市文化財保護審議委員会委員　千島 幸明 先生

13 １月13日㈯ 午後１時30分研修室
「秩父の祭り囃子」
國學院大学文学部講師　小野寺 節子 先生

14 １月25日㈭ 午後６時30分研修室
「秩父の山のこと、川のこと」
元埼玉県鳥獣保護員　長島　 明 先生

ま
ち
づ
く
り

15 ２月10日㈯ 午後１時30分研修室
「秩父札所とホスピタリティ」
元全日空客室乗務員　足立 雍子 先生

16 ２月22日㈭ 午後６時30分研修室
「ふるさとの宝〰絵描きの眼を通して見た秩父〰」
画　家　小菅 光夫 先生

閉講式・研究発表会
３月10日㈯午後１時30分　ホール 専門コース研究成果の発表会

コース・概要・講師 月日・会場・内容

①秩父の石仏採訪コース
　 
データマップに挑戦!!　
身近な石仏調査からはじめます。

講師　秩父市文化財保護審議委員会
　　　委員長 千 嶋 　壽　先生

開講式・公開講座（ホール）
４月22日㈯ 午後１時30分～
講　　義　５月27日㈯15:30～、研修室 １回
現地調査　６月～10月 ２回
調査報告　11月中の㈯15:30～、研修室 １回
レポート　12月～１月
講　　評　２月中の㈯15:30～、研修室 １回
閉講式・研究発表（ホール）
３月10日㈯ 午後１時30分～

②秩父の谷地と植物調査コース

秩父を代表する地形である谷地（谷
津）の現状とそこに生育する植物に
ついて調査します。

講師　早稲田大学教育学部
　　　講師 杉 山　明 子　先生

開講式・公開講座（ホール）
４月22日㈯ 午後１時30分～
講　　義　５月20日㈯13:30～、研修室 １回
現地調査　６月～10月 ２回
調査報告　11月中の㈯13:30～、研修室 １回
レポート　12月～1月
講　　評　２月中の㈯13:30～、研修室 １回
閉講式・研究発表（ホール）
３月10日㈯午後１時30分～

③秩父の祭りを探るコース

秩父には多くの祭りが伝えられています。
こうした祭りを実際に見学し、祭りや
民俗芸能の見方、調べ方を学びます。

講師　埼玉県文化財保護審議会
　　　委員 栃 原　嗣 雄　先生

開講式・公開講座（ホール）
４月22日㈯午後１時30分～
講　　義　５月13日㈯13:30～、研修室 １回
現地調査　６月～11月 ２回
調査報告　11月中の㈯13:30～、研修室 １回
レポート　12月～1月
講　　評　２月中の㈯13:30～、研修室 １回
閉講式・研究発表（ホール）
３月10日㈯午後１時30分～

１　一般教養講座

２　専 門 講 座

平成18年度　ちちぶ学セミナー
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平成18年度　原谷公民館　主催講座・クラブ受講生募集
３月20日㈪・22日㈬
※各講座クラブで受付日が異なりますのでご確認ください。
○午前に活動する講座・クラブ　　午前10時～10時15分に受付
◎午後に活動する講座・クラブ　　午後２時～２時15分に受付
●夜間に活動する講座・クラブ　　午後７時～７時15分に受付

原谷公民館ホール　　問い合わせ　原谷公民館　☎２２－０６５８ 
※ 申込みには、本人が筆記具、参加費または会費（安全互助会費500円別途）をご持参のうえ、
時間厳守でお越しください。（市内在住者優先）
　指定時間内に受け付けられない場合は、失格となりますので余裕を持ってお願いします。
　また、募集人員より多く申込みがあった場合は抽選となりますのでご了承ください。

受　付
時間帯 № 講　座　名 実施曜日 時　間 定　員 募集

人員 参加費 備　　　考

○ 1 寿健康教室 毎週水曜日 10:00～12:00 60人 60人 年 4,000円 60歳以上、１年間体操とダンスで健康に
○ 2 育児学級わいわい塾 毎週水曜日 10:10～12:00 親子15組 親子15組 2,000円 第1期4/12～6/7  8回開催、2～3歳児対象
　　　　　　　　　　　　　　
受　付
時間帯 № サークル名 実施曜日 時　間 定　員 募集

人員 会　費 備　　　考

○ 1 スマイル 毎週金曜日 10:00～12:00 親子25組 親子５組 年 900円 未就園児対象

受　付
時間帯 № 講　座　名 実施曜日 時　間 定　員 募集

人員 参加費 備　　　考

● 1 初心者茶道教室 2･4木曜日 18:30～20:30 20人 20人 年 2,000円 年間２０回開催、お茶、お菓子代等別
　　　　　　　　　　　　　　
受　付
時間帯 № クラブ名 実施曜日 時　間 定　員 募集

人員 会　費 備　　　考

○ 1 水墨画（午前） 2･4土曜日 10:00～12:00 20人 8人 月 1,000円
◎ 2 水墨画（午後） 2･4土曜日 13:30～15:30 20人 5人 月 1,000円
○ 3 ペン字 1･3木曜日   9:30～11:30 40人 20人 月 1,000円
◎ 4 俳句 3木曜日 13:00～15:00 20人 5人 年 2,000円
◎ 5 手芸 2･4金曜日 14:00～16:00 28人 10人 月 1,000円 材料費別
◎ 6 生け花 2･4火曜日 13:30～15:00 20人 4人 月 800円 材料費別
○ 7 絵画 1･3土曜日   9:00～15:00 25人 8人 月 1,000円 ※受付は午前の部で行います
○ 8 トールペイント・水 1･3水曜日 10:00～12:00 15人 5人 月 1,500円 材料費別　道具代10,000円前後
○ 9 トールペイント・木 2･4木曜日 10:00～12:00 15人 6人 月 1,500円 材料費別　道具代10,000円前後
○ 10 エアロビクス・月 毎週月曜日 10:00～12:00 50人 35人 半年 6,000円
○ 11 エアロビクス・木 毎週木曜日 10:00～12:00 50人 14人 半年 6,000円
● 12 ヨガ月・夜 毎週月曜日 19:00～20:30 28人 5人 半年 5,000円
● 13 ヨガ金・夜 毎週金曜日 19:00～20:30 25人 10人 半年 5,000円
◎ 14 太極拳・昼 1･3火曜日 13:30～15:30 65人 8人 年 5,000円
● 15 ４８式太極拳 1･3木曜日 19:00～21:00 20人 4人 月 1,000円
○ 16 民踊 毎週火曜日 10:00～12:00 45人 5人 半年 4,000円
◎ 17 将棋 1･3日曜日 13:00～17:00 30人 10人 年 3,000円 大会を年３回開催します
◎ 18 囲碁 毎週水曜日 13:00～16:30 30人 5人 年 3,000円 大会を年２回開催します
● 19 カラオケ 2･4土曜日 18:45～20:45 25人 2人 半年 1,500円
○ 20 マリン（水泳） 毎週水曜日 10:00～12:00 25人 10人 月 2,000円 初心者大歓迎
○ 21 レモン（水泳） 毎週木曜日 10:00～12:00 40人 5人 3か月 6,000円 初心者大歓迎
● 22 書道 1･3月曜日 19:00～21:00 30人 12人 月 1,000円
● 23 金曜ダンス（社交） 2･4金4月曜日 19:20～20:50 40人 16人 3か月 3,500円 初心者大歓迎
○

24 コーラスさくら草
毎週金曜日 10:30～12:00

40人 18人 月 1,500円 金曜水曜同内容です※受付は午前と夜の部で行います● 毎週水曜日 19:00～21:00
◎ 25 押し花 1･3火曜日 14:00～16:00 15人 8人 月 1,500円 材料費別
○ 26 ハイキング（軽登山） 毎月1回 行先等事前連絡 60人 8人 半年 3,000円
○ 27 ハーモニー花みずき・初級 2･4木曜日 10:00～12:00 25人 5人 3か月 3,000円 ハーモニカ３本セット等代金12,000円別にかかります
◎ 28 ハーモニカＰＭ 2･4木曜日 14:00～16:00 30人 7人 3か月 3,000円 ハーモニカ３本セット等代金12,000円別にかかります
● 29 写真 3金曜日 19:00～21:00 30人 若干名 年 2,000円
◎ 30 パソコン 毎週土曜日 13:30～15:30 40人 19人 半年 6,000円 パソコンを持参できる方・初心者対象
● 31 英語読書 毎週水曜日 19:00～20:30 15人 7人 半年 6,000円 中学生以上で英語に興味のある方大歓迎！
◎ 32 童謡唱歌を歌おう会 3月曜日 13:30～15:30 110人 20人 年 1,000円 楽しく歌う事が目的です。男性大歓迎！
○ 33 絵手紙 2･4金曜日 10:00～12:00 22人 7人 3か月 3,000円 絵具等道具代9,000円程度別にかかります
◎ 34 ハイビスカス秩父（フラダンス）毎週金曜日 13:00～15:30 50人 10人 3か月 3,000円 第2.4.5金曜日は自主練習です
○ 35 木曜料理 3木曜日 10:00～12:30 24人 4人 年 10,000円
○ 36 折り紙 1･3金曜日 10:00～12:00 20人 5人 月 1,000円 材料費別
◎ 37 ３B体操 毎週木曜日 13:15～15:00 24人 10人 月 2,000円 体操用道具4,885円別にかかります

申込の受付

と　こ　ろ

3月20日㈪受付

3月22日㈬受付

クラブ活動　　※自主運営で継続活動のため、定員のうち継続者は事前に手続きし、新規募集人員分のみ当日受付します。

主催講座

主催講座

育児サークル　※自主運営で継続活動のため、定員のうち継続者は事前に手続きし、新規募集人員分のみ当日受付します。

※このほか、短期主催講座等を随時開催します。原谷公民館だより（原谷地区内回覧）をご覧ください。

原
谷
公
民
館　

主
催
講
座
・
ク
ラ
ブ

「中央公民館、勤労青少年ホームの講座クラブ受講生募集」については、市報ちちぶ２月

号をご覧ください。

（時間厳守）
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平成18年度　荒川公民館　主催講座・クラブ受講生募集
３月27日㈪までに荒川公民館に直接申込み、または電話・FAXにてお申し込みください。
その際は加入したい講座またはクラブ名、氏名、住所、電話番号をお伝えください。定員を
超えた場合は抽選となります。

問い合わせ　荒川公民館　☎５４－１０５８　Ｆ５４－２７７８

申込の受付

●主催講座 ※このほか、主催講座を随時開催します。市報に掲載しますのでご覧ください。
№ 講座名 実 施 曜 日 時　間 会　場 定員 募集

人数 会　費 備　考

1  寿大学 月 １ 回 13:40～15:00 荒 川 公 民 館 － － なし 60歳以上対象

2  童謡・唱歌を歌う会 ４ 水 曜 日 13:30～15:30 荒 川 公 民 館 － － なし

●クラブ活動 ※自主運営で継続活動をしているため、定員のうち継続者は事前に手続きし、新規に受講したい方のみお申し込みください。
№ クラブ名 実 施 曜 日 時　間 会　場 定員 募集

人数 会　費 備　考

1  荒川茶道同好会 ２・４木曜日 13:00～17:00 荒川改善センター 10人 5人 月 3,000円 材料費込み
まずは見学に来てください

2  荒川ハーモニカ １・３木曜日 18:30～20:30 荒 川 公 民 館 35人 10人 なし ハーモニカ、譜面代で
約7,000円別に必要です

3  荒川俳句同好会 ３ 日 曜 日   9:00～16:00 荒川公民館他 30人 15人 年 6,000円

4  荒川謡曲愛好会 ２・３水曜日 16:30～20:30 荒川改善センター 15人 3人 月 3,000円

5  生花 ２・４月曜日 19:00～20:50 荒 川 公 民 館 20人 6人 月 1,000円 材料費別

6  絵手紙 ２ 土 曜 日 13:30～15:30 荒 川 公 民 館 30人 10人 １回 1,200円 画彩１セット
約4,000円別に必要です

7  おはなしくれよん 毎週火曜日 10:00～12:00 荒 川 公 民 館 20人 4人 なし 絵本の読み語りをしています
まずは見学に来てください

8  華踊会 1･3･4火曜日 10:00～12:00 荒川改善センター 15人 10人 月 3,500円 日本舞踊

9  コーラス荒川 １・３土曜日 19:00～20:50 荒 川 公 民 館 30人 15人 年 6,000円

10  さわやかストレッチ 毎週月曜日 10:30～12:00 荒 川 公 民 館 40人 25人 月 2,000円 ゴムバンド等道具代が
約1,000円必要です

11  ３Ｂ体操あらかわ 1･2･3･4木曜日 19:00～20:50 荒 川 公 民 館 20人 7人 月 2,000円 体操用道具
4,885円別に必要です

12  三味線 毎週月曜日   9:30～11:30 荒川改善センター 20人 16人 月 6,000円 三味線１式で
約10万円必要です

13  手芸編物 １・３月曜日 19:00～20:50 荒 川 公 民 館 20人 8人 月 1,000円

14  植物画スケッチ ２・３火曜日 10:00～15:00 荒 川 公 民 館 20人 10人 半年 5,000円 道具１式8,500円必要です

15  白雪筆道 ２・４木曜日 13:30～15:00 荒 川 公 民 館 20人 10人 半年 6,000円 小筆で書を

16  水墨画 ２・４金曜日 19:00～20:50 荒 川 公 民 館 20人 13人 月 2,000円 筆等１式で
約20,000円必要です

17  太極拳 毎週金曜日 19:00～20:50 荒 川 公 民 館 25人 8人 月 2,000円

18  大正琴カタクリ １・３水曜日 10:00～12:00 荒川改善センター 21人 10人 月 2,000円 琴勝流
道具１式約5万円必要です

19  読書会 ４ 月 曜 日 13:30～16:00 荒 川 公 民 館 20人 11人 半年 3,000円 日本の文学作品を味わう

20  パッチワーク（昼）１・３水曜日 10:00～12:00 荒 川 公 民 館 20人 8人 半年 6,000円 材料費別

21  パッチワーク（夜）２・４水曜日 19:00～20:50 荒 川 公 民 館 20人 10人 半年 6,000円 材料費別

22  フラワーアレンジメント １ 木 曜 日 10:00～12:00 荒 川 公 民 館 25人 20人 月 3,500円

23  民謡 ２・３・４金曜日 19:00～20:30 荒 川 公 民 館 15人 7人 ３か月 5,000円 教科書代が
約1,000円必要です

24  わんぱくクラブ １・３土曜日 13:00～14:30 荒川改善センター 25人 15人 月 500円 マットやボールで運動する
子ども向けのクラブです

※講座・クラブ活動をされる方には、埼玉県公民館安全互助会への加入（５００円）をお願いしています。

荒
川
公
民
館　

主
催
講
座
・
ク
ラ
ブ
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市民文芸

「お姉ちゃん、まってぇ！」 じいちゃんの帽子が
お気に入りみたい♡

（下宮地町） （寺　尾）

　

１
〜
１
歳
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度
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お
子
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真
を
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・
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年
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日
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、
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画
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課
（
〒
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６
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８
６
８
６　

熊
木
町
８―

15
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
２
歳
に
な
る
月
ま
で
は
、
翌
月
の
抽

選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち

ぶ
」
に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
方
法

内田　菜
な

子
こ

 ちゃん 小澤　陵
りょう

矢
や

 くん

今月の応募作品
俳句　  94句
短歌　  70首

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15、秩父市役所企画広報課へ、
　必ず官製はがきでお送りください。（３月末締切り分→５月号に掲載）

　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所、氏名は、作品の左側に書いてください。

　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

今
朝
も
ま
た
遠
く
花
火
の
音
の
し
て
祭
り
あ
る
ら
し
秩
父
の
郷
に

上　

町　

島
﨑　

春
治

寒
稽
古
終
へ
て
灯
を
消
す
弓
道
場
今
宵
は
早
く
月
昇
り
き
ぬ

下
影
森　

江
田　

清
二

大
寒
の
夫
の
命
日
花
寿
司
を
作
り
て
若
き
遺
影
に
語
る

大
畑
町　

市
川　

サ
ダ

静
か
な
る
参
道
行
け
ば
六
地
蔵
凛
と
し
て
立
つ
新
年
の
顔

上
吉
田　

中
島
美
智
子

長
年
の
頼
み
の
綱
の
吾
が
主
治
医
栄
転
と
聞
く
も
心
重
た
し

上
吉
田　

町
田　

な
を

霜
げ
た
る
柿
の
実
一
つ
残
れ
る
を
つ
い
ば
む
小
鳥
窓
越
し
に
見
る

上
吉
田　

加
藤
右
津
美

惚
け
ぬ
ぞ
と
心
に
決
め
て
歌
詠
め
ば
齢
忘
れ
て
楽
し
さ
の
湧
く

山　

田　

竹
村
善
三
郎

健
康
に
と
煮
物
も
汁
も
色
薄
く
味
噌
も
醤
油
も
恋
し
き
わ
が
膳

吉
田
久
長　

関　
　

憲
治

大
雪
の
惨
事
相
次
ぐ
報
道
に
な
す
術
も
な
く
心
痛
み
ぬ

太　

田　

永
田　
　

友

時
は
か
り
豆
ま
く
声
の
裏
表
遠
く
に
去
り
て
父
母
の
な
つ
か
し

栃　

谷　

竹
村　

庄
司

�
評
�
島
﨑
さ
ん
、
秩
父
は
花
火
が
好
き
な
土
地
柄
な
の
で
し
ょ
う
。「
今
朝
も
ま
た
」
が
生
き
て
い
ま
す
。

　

江
田
さ
ん
、
寒
稽
古
中
の
緊
張
し
た
空
気
が
弛
ん
で
ほ
っ
と
し
た
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。
市
川
さ
ん
、
若
い
ご
主
人
の
遺

影
に
対
す
る
哀
感
が
分
り
ま
す
。

　

中
島
さ
ん
、
六
地
蔵
の
お
か
け
も
新
し
く
掛
け
替
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
町
田
さ
ん
、
長
年
の
主
治
医
に
対
す
る

信
頼
感
が
よ
く
分
り
ま
す
。
今
月
は
粒
揃
い
で
ほ
と
ん
ど
手
を
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
多
く
の
人
の
作
品
を
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

短　
　
　

歌 

新
井　

悦
子　

選　

�
評
�
江
田
清
二
さ
ん
は
、
水
の
中
の
蜆
を
両
手
で
掬す

く

う
形
が
、
祈
る
形
で
あ
る
と
発
見
。
こ
の
祈
り
は
自
然
の
恵
み
に
感

謝
の
祈
り
で
し
ょ
う
。
島
﨑
春
治
さ
ん
は
、
外
気
の
寒
さ
と
厨
の
温
か
さ
と
を
描
き
、
幸
福
感
を
表
白
し
て
い
ま
す
。
浅
見

恒
子
さ
ん
の
作
品
も
同
様
で
す
が
、
こ
こ
に
は
人
び
と
の
息
吹
き
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
山
中
伊
世
子
さ
ん
は
、
産
土
神
で

の
炎
の
色
に
新
年
へ
の
期
待
を
掻
き
た
て
ま
す
。
大
野
安
治
さ
ん
と
阿
部
ト
メ
子
さ
ん
は
、
冬
木
の
い・
の・
ち・
の
力
を
把
握
し

ま
し
た
。
井
上
幸
子
さ
ん
は
、
幼
き
者
の
心
を
覗
か
ぬ
ま
ま
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
新
井
き
み
子
さ
ん
は
発
見
の
喜
び
を
、

半
藤
早
苗
さ
ん
は
、
女
性
と
し
て
の
歴
史
を
表
白
し
ま
し
た
。

す
く
ふ
手
の
祈
る
か
た
ち
に
寒
蜆

下
影
森　

江
田　

清
二

く

つ

く

つ

と

煮

豆

の

厨

雪

催

上　

町　

島
﨑　

春
治

鍋
の
湯
気
囲
む
夕
餉
や
外
は
雪

荒
川
上
田
野　

浅
見　

恒
子

古
札
焚
く
大お

お

晦つ

日ご
も
り

の
風
巻
け
り

荒
川
日
野　

山
中
伊
世
子

陽
の
光
あ
ま
さ
ず
溜
め
て
寒
椿

下
吉
田　

大
野　

安
治

冬
木
の
芽
た
め
ら
ひ
勝
に
膨
ら
め
る

下
影
森　

阿
部
ト
メ
子

焚
火
す
る
手
の
じ
わ
じ
わ
と
笑
い
だ
す

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

子

ら

集

い

何

を

祈

る

か

初

詣

東　

町　

井
上　

幸
子

辿
り
行
く
獣
道
に
も
笹
鳴
け
り

野
坂
町　

新
井
き
み
子

節
高
き
指
か
ざ
し
見
る
女
正
月

小　

柱　

半
藤　

早
苗

俳　
　
　

句 

竹
内
弥
太
郎　

選　

荒
川
浅
間
神
社
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【
問
い
合
わ
せ
】

秩
父
図
書
館

　

秩
父
市
上
町
３―

６―

27

　

☎
22―
０
９
４
３

荒
川
図
書
館

　

秩
父
市
荒
川
日
野
66―

２

　

☎
54―

１
０
３
４

秩
父
図
書
館
吉
田
分
館

　

秩
父
市
下
吉
田
６
５
６
９―

１

　

☎
77―

１
１
０
０

秩
父
図
書
館
大
滝
分
館

　

秩
父
市
大
滝
９
４
５

　

☎
55―

０
０
３
３

�
�
月
10
日
�
�
月
30
日
�
休
館
日

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

4月 3月

講�

師　

大
野
ひ
ろ
志
先
生

内�

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定�

員　

25
人

�
短
歌
講
座

日�

程　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講�

師　

岡
部
す
ず
子
先
生

内�

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定�

員　

30
人

受�
�

付　

３
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

受
付
場
所　

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

受

講

料　

２
，
０
０
０
円

�
催
�
物
�
�
知
�
�

�
秩
父
図
書
館
�

�
�
�
�
�
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

３
月
11
・
25
日
、
４
月
８
・
22
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

�
第
�
�
�
回
�
名
作
映
画
鑑
賞
会

題�

名 『
誓
い
の
休
暇
』

（
１
９
６
０
年
、
ソ
連
、
87
分
）

監
督
�
脚
本　

グ
リ
ゴ
ー
リ
ー
・
チ
ュ

フ
ラ
イ

出�

演　

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
イ
ワ
シ
ョ

フ
、
ジ
ャ
ン
ナ
・
プ
ロ
ホ
レ
ン
コ

受�

賞　

カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
最
優
秀

賞
、
ロ
ン
ド
ン
国
際
映
画
祭
監
督
賞

内�

容　

若
い
19
歳
の
兵
士
ア
リ
ョ
ー

シ
ャ
は
、
思
い
が
け
ぬ
手
柄
を
た
て
た

の
で
６
日
間
の
休
暇
を
も
ら
う
。
と
こ

ろ
が
彼
は
、
戦
友
の
手
紙
を
届
け
、
傷

◆
年
度
末
整
理
休
館
�
�
知
�
�

　

年
度
末
の
蔵
書
整
理
の
た
め
、
秩
父

図
書
館
で
は
３
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮
を

休
館
し
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
新
年
度
講
座
受
講
生
�
募
集

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
新
年
度
の
主
催

講
座
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
な
お
、
講
座
の
日
程
に
つ
い

て
は
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

�
万
葉
集
講
座

日�

程　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講�

師　

柿
堺
欣
一
郎
先
生

内�

容　

万
葉
集
の
歌
の
解
釈
と
解
説

定�

員　

80
人

�
俳
句
講
座

日�

程　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

病
兵
を
助
け
た
り
し
て
列
車
に
乗
り
遅

れ
、
母
親
の
待
つ
村
に
着
い
た
時
は
休

暇
が
…
。
貨
物
列
車
内
で
偶
然
め
ぐ
り

あ
っ
た
娘
と
の
淡
い
恋
が
い
い
。

◎
３
月
30
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
入
場
は
無
料
で
す
。

�
春
休
�
子
�
�
映
画
会

題�

名　
「
親
子
ね
ず
み
の
不
思
議
な

旅
」（
85
分
）

内�

容　

オ
モ
チ
ャ
の
親
子
ね
ず
み
が
、

暖
か
い
家
族
を
求
め
て
旅
に
出
て
、
初

め
て
知
る
外
の
世
界
で
さ
ま
ざ
ま
な
冒

険
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

◎
４
月
６
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

�
荒
川
図
書
館
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

３
月
14
日
、
４
月
11
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

�
�
�
�
�
会

　

３
月
18
日
㈯
午
後
２
時
、
４
月
22
日

㈯
午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

�
人
形
劇
（
入
場
は
無
料
で
す
）

��

�　

３
月
26
日
㈰

開�

演　

午
後
１
時
30
分
か
ら

�
�
�　

荒
川
公
民
館
（
軽
運
動
室
）

演�

目　
「
ば
け
も
の
づ
か
い
」（
45
分
）

他
に
「
民
俗
芸
能
ア
ラ
カ
ル
ト
南
京
玉

す
だ
れ
」（
20
分
）
を
行
い
ま
す
。

図書館ホームページアドレス https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
 https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

1 土 大 17 月 秩・荒・吉
2 日 大 18 火
3 月 秩・荒・吉 19 水
4 火 20 木
5 水 21 金
6 木 22 土 大
7 金 23 日 大
8 土 大 24 月 秩・荒・吉
9 日 大 25 火
10 月 秩・荒・吉 26 水
11 火 27 木
12 水 28 金 秩
13 木 29 土 吉・大
14 金 30 日 大
15 土 大
16 日 大

10 金 21 火 吉・大
11 土 大 22 水
12 日 大 23 木
13 月 秩・荒・吉 24 金
14 火 25 土 大
15 水 26 日 大
16 木 27 月 秩・荒・吉
17 金 28 火
18 土 大 29 水
19 日 大 30 木 秩
20 月 秩・荒・吉 31 金 秩

※秩…秩父図書館
　荒…荒川図書館
　吉…秩父図書館吉田分館
　大…秩父図書館大滝分館

※３月30日㈭は蔵書整理で休館ですが、映画会は上映します。
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26

※平成18年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　３月14日㈫　10：30～11：30
　大滝老人福祉センター
　４月25日㈫　10：30～11：30
　大滝幼稚園

●【育児相談・健康相談】

　４月11日㈫　13：00～15：00　大滝総合支所内
※母子健康手帳・健康手帳を持参してください。

●【機能訓練会】

　保健師や理学療法士と一緒に、レクリエーション
や個別訓練をしています。大滝保健センターにお申
し込みください。

●【乳児健診】

●【育児相談】

●【ＢＣＧ予防接種】

　３月22日㈬　14：00～14：30
　対　象　満３か月～６か月未満
　※母子健康手帳、予診票を持参してください。

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　３月23日㈭、４月13日㈭
　９：30～11：10

● 【健康相談】一般市民

　３月23日㈭　13：30～15：00　

●【乳がん・子宮がん検診（集団）のお知らせ】

　各保健センターで乳がん・子宮頚がん検診を５月
からの予定で行います。申込みは、４月号の市報と
一緒に配布する乳がん・子宮がん検診（集団）のち
らしをご利用ください。

●【胃がん検診（集団）日程変更のお知らせ】

　４月23日㈰に予定されていた胃がん検診（集団）
は、秩父市市議会議員選挙の実施に伴い、４月16日
㈰に変更となりました。

●【言語リハビリ教室】

※初めての方は各保健センターへお申し込みください。

月　日 会　　場 実施時間

３月27日㈪ 荒川保健センター

13：30～15：30
４月11日㈫ 秩父保健センター

４月17日㈪ 荒川保健センター

４月18日㈫ 吉田保健センター

●【乳児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　４月17日㈪　10：00～11：30　※予約制

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方

　４月12日㈬　13：30～15：30　吉田振興会館３階
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み

　月　日 受付時間 内　容 対　象

４月21日㈮ 13:15～
　14:00

４か月児健診
10か月児健診

平成17年11・12月生まれ
平成17年５・６月生まれ

ＢＣＧ予防接種 満３か月～６か月未満

月　日 受付時間 内　容 対　象

４月５日㈬ 10:00～
　11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

４月27日㈭ 13:00～
　16:00

ことばの発達、
発音などに関
する個別相談

ことばの発達、発音など
に心配のある幼児とその
保護者

月　日 受付時間 内　容 対　象

３月22日㈬ 13:15～
　14:00

４か月児健診
10か月児健診

平成17年10・11月生まれ
平成17年４・５月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

４月３日㈪ 10:00～
　11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

吉田保健センター会場
（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館）

荒川保健センター会場

大滝保健センターからのお知らせ

月　日 時間 会　場 対　象
３月15日㈬ 10:00～

　15:00
大滝老人福祉
センター

40歳以上で機能訓練
が必要な方３月29日㈬
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●【健康カレンダーのお知らせ】

　平成18年度「秩父市健康カレンダー」を、今月号
の市報と一緒に配布します。１年間大切に保管して
健康づくりにご活用ください。

●【平成18年４月１日から麻しん・風しん予防接種

の受け方が変わります】

　現在、麻しんと風しんの予防接種は満１歳～７歳
６か月までにそれぞれ１回接種しています。
　平成18年４月１日から麻しん風しん混合ワクチン
を用い、次の年齢内で２回接種となります。

第１期　生後12か月～生後24か月までの間
第２期　就学前の１年間（５歳から７歳未満）

※ 平成18年３月31日までに麻しんまたは風しんワク
チンのいずれかの接種を受けた方は、平成18年４
月１日以降、定期の年齢内であっても、第１期お
よび第２期の対象となりません。
※ ただし、秩父市では平成18年４月１日以降、生後
12か月～生後24か月の間にある方で、麻しんの予
防接種を受けていたり、麻しんにかかってしまっ
た場合に風しんのみの予防接種を希望したときは、
今までどおり風しんのみの接種ができます。（こ
の逆の場合も可能となります。）

●【ＢＣＧ予防接種を対象月齢内に受けられなかっ

た方へ】

　病気等の理由でＢＣＧを対象月齢内に接種できな
かった方は、満６か月～１歳の間に限り、ＢＣＧ予
防接種を公費（無料）で受けることができます。詳
しくは、各保健センターまでお問い合わせください。

●【成人のポリオ予防接種の追加接種について】

　昭和50～52年生まれの方は、他の年齢層に比べて
ポリオの免疫を保有している割合が低いことが厚生
労働省の調査で指摘され、追加接種をすることが望
ましいとされています。この年齢層で希望する方は
秩父市立病院で接種できますので、各保健センター
までお申し込みください。この場合は任意接種とな
ります。（自己負担金5,000円）

●【胃がん・子宮がん検診】（個別）

　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら
れます。（それぞれ先着200人）毎月１～７日（土・日・
祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け付け
ています。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【両親学級（妊娠後期）】

　妊娠７か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。

●【予防接種】（集団）

月　日 受付時間 内　容 対　象

４月６日㈭ 13:00～
　14:00 １歳６か月児健診 平成16年

９月生まれ

４月13日㈭ 13:00～
　14:00 ３歳児健診 平成14年

12月生まれ

４月18日㈫ 13:00～
　14:00 乳児（４か月児）健診 平成17年

11月生まれ

４月19日㈬ 13:00～
　14:00 乳児（10か月児）健診 平成17年

６月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

４月14日㈮  9:30～
　10:30

育児相談
身長・体重測定
赤ちゃん体操

乳幼児

月　日 時　間 内容（テーマ）
１
日
目

４月16日㈰ 13：30～
　16：00
（受付
13：15～）

・「赤ちゃんが生まれたら」
・「赤ちゃんのお風呂」（沐浴実習）

２
日
目

４月20日㈭
・ 「安心して赤ちゃんを迎えるために」（お
産の準備、呼吸法･補助動作の実習、産後
の保健）・母子保健サービスについて

種類 月　日 受付時間 対　　　象

三種混合 ４月７日㈮
５月８日㈪ 13:30～14:30 満３か月～７歳６か月未満

ＢＣＧ ４月14日㈮
５月25日㈭ 13:30～14:30 満３か月～６か月未満

秩父保健センター会場



無料相談室無料相談室
相談名 相　　談　　日 会　場 相　談　員

法 律

４月４日㈫・20日㈭
10時～15時

秩父市役所
（３階相談室）弁護士

４月11日㈫　10時～15時 吉田総合支所
（振興会館）

※要電話予約
３月20日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権
毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（３階相談室）人権擁護委員４月19日㈬

13時～16時
吉田総合支所
（振興会館）

行 政

３月20日㈪
４月17日㈪

13時～15時

秩父市役所
（３階相談室）

行政相談委員
４月３日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
３月13日㈪
４月10日㈪ 荒川総合支所

３月27日㈪
４月24日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（３階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月・水・金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ３月14日㈫・４月11日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 ３月15日㈬・４月19日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ４月10日㈪
10時～15時 税理士

土 地 建 物 ４月25日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ３月23日㈭・４月27日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ３月28日㈫・４月25日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ３月10日㈮・４月14日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
※相談日が祝祭日の場合はお休みとなります。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25-5200（直通）☎22-2211内線1322・1323

月の3・4
相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282ｆ22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（日曜・祝日を除く）
９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
ｆ22－7055土曜　９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ｆ22－2870

不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　毎日（土・日・
祝日を除く）９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

内 職 毎週木曜　９時～17時
ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業

ハローワーク秩父ステーションプラザ
毎日（土･日･祝日を除く）９時～17時
吉田総合支所
毎週月曜　９時～16時30分

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中 小 企 業 者
向けよろず金融

４/12 13時～16時30分
※前々日までに要予約
会場　歴文館５階第２会議室

商業振興課
☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 荒川事務所 ３/11
13時～16時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と
高篠公民館 ３/16
大滝事務所 ３/23
福祉女性会館 ３/30
13時～16時

　

歴
史
文
化
伝
承

館
で
は
、
４
月
１

日
㈯
か
ら
、
当
館

利
用
申
込
の
受
付

を
利
用
日
�
�
�

月
前
�
�
に
変
更

し
ま
す
。（
な
お
、

秩
父
市
等
が
後
援

す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
前
記
以
前

に
受
付
可
能
で
す
。）

　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル
等
の
利
用

は
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
申
込

み
は
空
き
状
況
を
電
話
で
確
認
の
う
え
、

日
曜
祝
日
以
外
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

問
�
合
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22―

０
４
２
０
（
直
通
）

臨
時
窓
口
開
設
日

　

４
月
２
日
㈰

取
扱
業
務

・
戸
籍
の
届
書
の
預
か
り

・
戸
籍
、
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
お
よ
び
証
明

・
所
得
課
税
証
明
な
ど
の
発
行

・
転
入
、
転
出
届
等
の
業
務

な
ど
の
通
常
業
務

開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
こ

ど
も
課
、
学
校
教
育
課

問
�
合
�
�　

市
民
課
市
民
担
当

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
１
７

平日夜間窓口 日曜日窓口 ４月臨時窓口 休日窓口

３月23日
４月13日 ３月26日

４月２日
（収納課
を除く）

３月26日・４月２日を
除く土・日・祝

17時15分～
　19時15分

（※）８時30分～
　17時15分

（※）８時30分～
　　17時15分

市民課、保険年金課、こども課、
収納課（４月２日を除く）、学
校教育課（４月２日のみ）

総合窓口（市役所１階
正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登
録・証明、所得課税証明など
税証明の発行
③転入、転出届等の業務
④ 納税と納税相談の受付（４月
２日を除く）…などの業務

① 戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行
③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行いません。

舎庁本の月3 4・
日 月 火 水 木 金 土

3/10 11
12131415161718
19202122232425
262728 29 30314/1
2 3 4 5 6 7 8
9 101112131415

※ 日曜日窓口・休日窓口の正午～午後２時は、大変混雑します。手
続きに時間がかかる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　 なお、他の時間帯は、円滑に発行・対応できますので、ご協力を
お願いします。

　

４
月
の
転
入
・
転
出
に

　
　
　

あ
わ
せ
て

　

本
庁
舎
臨
時
窓
口
を

開
設
し
ま
す

「歴史文化伝承館
利用申込」の受付日が

変更になります
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国 民 年 金

だ よ り
問い合わせ
●保険年金課国民年金担当 ☎25-5201
●吉田総合支所市民支援課 ☎72-6081
●大滝総合支所市民支援課 ☎55-0863
●荒川総合支所市民支援課 ☎54-2395

４
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
額
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
額
は
月
額
１
３
，
８
６
０
円
に
な

り
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の
年
金
制
度
改
正
で
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
保
険
料
が
際
限

な
く
上
昇
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
計

画
的
に
保
険
料
を
引
き
上
げ
、
平
成
29

年
度
か
ら
金
額
を
固
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
年
金
の
給
付
を
ま
か
な
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
18
年
度
の
保
険
料

額
は
、
月
額
１
３
，
８
６
０
円
に
な
り

ま
す
。

口
座
振
替
…
３
，
４
９
０
円
の
割
引

（
現
金
払
い
よ
り
５
４
０
円
増
）
と
な

り
ま
す
。

�
�
月
前
納
�
18
年
度
�
は
、

現
金
払
�
…
６
８
０
円
の
割
引

口
座
振
替
…
９
４
０
円
の
割
引

（
現
金
払
い
よ
り
２
６
０
円
増
）
と
な

り
ま
す
。

　

口
座
振
替
日
は
４
月
30
日
（
今
年
は

４
月
30
日
が
休
日
の
た
め
５
月
１
日
）

で
す
。
な
お
、
既
に
口
座
振
替
で
１
年

度
分
の
前
納
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
あ

ら
た
め
て
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

口
座
振
替
で
の
１
年
度
分
の
前
納
は
、

平
成
18
年
3
月
中
に
社
会
保
険
事
務

所
へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

通
常
は
、
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機

　

保
険
料
納
付
は
、
支
払
い
の
手
間
や

時
間
が
省
け
る
「
口
座
振
替
」
が
便
利

で
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
「
前
納
」
す

る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

① 

保
険
料
�
前
納
�
口
座
振
替
�
�
�

�
割
引
額
�
増
�
�
�

　

国
民
年
金
保
険
料
を
一
括
し
て
前
納

す
る
と
一
年
前
納
�
18
年
度
�
は
、

現
金
払
�
…
２
，
９
５
０
円
の
割
引

関
で
も
手
続
き
が
可
能
で
す
が
、
社
会

保
険
事
務
所
へ
の
登
録
が
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
社
会
保
険

事
務
所
へ
直
接
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

② 

月
�
�
口
座
振
替
�
早
割
�
当
月
保

険
料
�
当
月
末
引
落
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険
料
の

翌
月
末
引
落
し
）
は
定
額
保
険
料
で
す

が
、
口
座
振
替
を
早
割
に
す
る
と
50
円

の
割
引
（
平
成
18
年
度
）
と
な
り
ま
す
。

早
割
す
る
と
翌
月
末
の
初
回
の
口
座
振

替
に
て
２
か
月
分
の
保
険
料
（
従
前
の

保
険
料
と
50
円
割
引
き
さ
れ
た
保
険
料
）

が
引
落
し
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎
月
の

保
険
料
が
50
円
割
引
き
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み

は
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

で
手
続
き
（
申
込
用
紙
は
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
が
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入

が
必
要
で
す
の
で
、
年
金
手
帳
や
納
付

書
で
基
礎
年
金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
金
融
機
関
届
出
印
が
必
要

と
な
り
ま
す
。）を
行
っ
て
い
た
だ
く
か
、

申
込
用
紙
を
社
会
保
険
事
務
所
へ
郵
送

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
申
込
用
紙
（
振
替
方
法

の
変
更
も
同
じ
申
込
用
紙
）
は
、
社
会

保
険
事
務
所
な
ど
に
請
求
し
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
社
会
保
険
庁
�
�
�
�
�
�

�h
ttp

:/
/

w
w

w
.sia

.g
o
.jp

/

�

か
ら

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
半
額
免
除
の
承
認

を
受
け
て
い
る
方
の
口
座
振
替
は
、
通

常
の
口
座
振
替
で
の
お
申
し
込
み
と
な

り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
社
会
保
険
事
務
所
国
民

年
金
業
務
課
☎
22―

４
４
２
５

社会保険庁
からの
お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
を

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と

お
ト
ク
で
す

　昼の防災無線で、現在「旅立ちの日に」
を放送していますが、４月１日㈯から曲目
を「秩父市歌」に変更します。
　これは、昨年秩父市の歌に「秩父市歌」
が決定したことに伴い、多くの皆さんにこ
の歌に親しんでいただくことを目的に、当
分の間放送するものです。
　また、これに併せて「秩父市歌」のＣＤ
を無料配布します。
　ご希望の方は、はがきに住所・氏名・電
話番号・希望枚数を明記のうえ、４月14日
㈮必着で市役所企画広報課（〒３６８－８
６８６　熊木町８－15）までお申し込みく
ださい。
　数に限りがありますので、申込み多数の
場合は抽選となります。
問い合わせ　企画広報課
　　　　☎２２－２２０２（直通）
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少
子
高
齢
化
人
口
減
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
、
高
齢
者
同
居
世
帯
、
郡

市
外
か
ら
の
転
入
者
に
対
し
、
次
の
と

お
り
蒔
田
分
譲
地
を
販
売
し
ま
す
。

内�

容　

子
育
�
世
帯

　

親
・
子
ど
も
１
人

　

坪
単
価　

約
１
３
０
，
０
０
０
円

　

親
・
子
ど
も
２
人

　

坪
単
価　

約
１
２
０
，
０
０
０
円

　

親
・
子
ど
も
３
人
以
上

　

坪
単
価　

約
１
１
０
，
０
０
０
円

高
齢
者
同
居
世
帯

　

坪
単
価　

約
１
２
０
，
０
０
０
円

郡
市
外
�
�
�
入
居
者

　

２
人
世
帯

　

坪
単
価　

約
１
３
０
，
０
０
０
円　

　

３
人
以
上
世
帯

　

坪
単
価　

約
１
１
０
，
０
０
０
円

※
区
画
に
よ
り
若
干
異
な
り
ま
す
。

所�

在　

秩
父
市
蒔
田
字
森
林

地�

目　

宅
地

区
画
数　

27
区
画　

面�

積　

46
．
10
坪
〜
71
．
77
坪　

申
込
資
格　

１
．
市
税
の
滞
納
の
無
い
方

２ 

．
土
地
引
渡
し
後
、
３
年
以
内
に
住

宅
を
建
築
で
き
、
入
居
で
き
る
方

３
．
代
金
を
一
括
支
払
い
で
き
る
方

注
意
事
項　

１ 

．
子
ど
も
は
乳
幼
児
、
児
童
、
学
生

と
し
ま
す
。

２
．
高
齢
者
は
65
歳
以
上
と
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

管
財
課

　

☎
22―

２
２
０
８
（
直
通
）

　

市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
等
）
の
納
期
は
、
更
正
や
修

正
等
で
課
税
さ
れ
る
随
時
分
を
除
い
て

２
月
で
す
べ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

う
っ
か
り
納
付
を
忘
れ
た
場
合
で
税

額
が
２
，
０
０
０
円
以
上
の
と
き
は
、

納
期
限
内
に
納
付
し
た
人
と
公
平
を
保

つ
た
め
、「
延
滞
金
」
を
加
算
し
て
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
延
滞
金
」
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら

納
付
し
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
年

14
．
６
％
（
平
成
17
年
中
の
最
初
の
１

か
月
間
は
４
．
１
％
）
の
割
合
を
乗
じ

て
計
算
し
た
額
で
、大
変
な
高
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
念
の
た
め
、
納
付
を
忘
れ

た
市
税
が
な
い
か
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
納
税
通

知
書
、
預
貯
金
通
帳
と
通
帳
届
出
印
を

持
参
し
て
、
収
納
課
窓
口
ま
た
は
金
融

機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
報
12
月
号
（
17
・
18
ペ
ー

ジ
）
に
は
、
郵
送
で
申
し
込
め
る
口
座

振
替
依
頼
書
が
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

収
納
課

　

☎
22―

２
２
１
０
（
直
通
）

　

新
市
誕
生
に
伴
い
仮
議
会
棟
で
事
務

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
27
日
㈪

か
ら
議
場
・
議
会
事
務
局
等
が
市
役
所

へ
移
転
に
な
り
ま
す
。

議
会
事
務
局
等　

市
役
所
４
階

議�

場　
　
　
　

市
役
所
５
階

所
在
地

　

熊
木
町
８―

15 

　

☎
25―

５
２
２
４
（
直
通
）

　

Ｆ

21―

３
０
２
３

　

秩
父
第
一
中
学
校
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
改
築
工
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

旧
秩
父
東
高
等
学
校
を
仮
校
舎
と
し
て
、

４
月
か
ら
２
年
間
移
転
し
ま
す
。

移
転
先
所
在
地

　

下
宮
地
町
７―

３

　

☎
22―

１
１
４
２

問
�
合
�
�　

教
育
総
務
課

　

☎
25―

５
２
２
７
（
直
通
）

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。 30

市
税
�
納
�
忘
�
�

�
�
�
�
�
�
�

助
�
�
�
温
�
�
�
�
�
�
�
�

 

秩
父
市
温
�
�

蒔�

�

�田
�
�
宣
言

広告

秩
父
市
議
会
�
議
場
等
�

移
転
�
�
�

秩
父
第
一
中
学
校
�

移
転
�
�
�
�

広告



　

平
成
17
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
、３
月
15
日
㈬
ま
で
で
す
。（
土
・

日
曜
日
は
閉
庁
日
で
す
。）

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
、
期
限
内
に
申
告
と
納
税
を
済
ま

さ
れ
な
い
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

方
は
、
事
業
税
と
住
民
税
の
申
告
書
の

提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
税
は
振
替
納
税
、
還
付
金
の
受
取

り
は
口
座
振
込
が
大
変
便
利
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�  

秩
父
税
務
署

　

☎
22―

４
４
３
３

　

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険
料
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
年
度
更
新
の
申
告
・

納
付
は
４
月
１
日
㈯
か
ら
５
月
22
日
㈪

ま
で
で
す
。

　

期
間
中
お
早
め
に
、
申
告
書
と
納
付

書
を
作
成
の
う
え
、
銀
行
ま
た
は
郵
便

局
等
の
金
融
機
関
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
納
付
相
談
を
県
内
各
会

場
で
行
い
ま
す
の
で
、
４
月
初
め
に
郵

送
さ
れ
る
封
筒
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
申
告
書
等
の
記
入
方
法
の
説
明
書
も

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。）

問
�
合
�
�　

　

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課　

　

☎
０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
３

　

65
歳
未
満
の
定
年
の
定
め
を
し
て
い

る
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
高
年
齢

者
の
65
歳
（
※
１
）
ま
で
の
安
定
し
た

雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
①
定
年
�
引

上
�
②
継
続
雇
用
制
度
�
導
入
③
定
年

�
定
�
�
廃
止
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を

　

市
・
県
民
税
の
申
告
締
切
日
が
近
づ

き
ま
し
た
。

　

申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
期

限
内
に
印
鑑
・
源
泉
徴
収
票
・
各
種
支

払
証
明
書
等
を
持
参
の
う
え
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
会
場
お
よ
び
受
付
時
間
等
は
、

市
報
２
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22―

２
２
１
１

内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77―

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55―

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
５
（
直
通
）

講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
労
使
協
定
に
よ
り
、
②

の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に
係
る
基
準

（
※
２
）
を
定
め
、
当
該
基
準
に
基
づ

く
制
度
を
導
入
し
た
と
き
は
、
②
の
措

置
を
講
じ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

※ 

１
．
こ
の
年
齢
は
次
の
表
の
と
お
り

段
階
的
に
引
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※ 

２
．
事
業
主
が
労
使
協
定
の
た
め
に

努
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
調
わ
な

い
と
き
は
、
大
企
業
の
事
業
主
は
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
、
中
小
企
業

の
事
業
主
（
常
用
雇
用
す
る
労
働
者

の
数
が
３
０
０
人
以
下
で
あ
る
事
業

主
）
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
は
、
就
業
規
則
等
に
よ
る
高
年
齢

者
に
係
る
基
準
を
定
め
、
当
該
基
準

に
基
づ
く
制
度
を
導
入
で
き
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

問
�
合
�
�

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22―

３
２
１
５

　

埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
部

　

☎
０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
８

不用品のリサイクルコーナー

譲
り
た
い
物

たんす、スキー用具（大人用）、畳ベッド、食器
戸棚、テーブルとパイプ椅子、座卓、デスクトッ
プパソコン、レーザーディスク（カラオケ用）

譲
っ
て
ほ
し
い
物

自転車、ミシン、コタツ、エレクトーン、耕運
機、エアコン、ポータブル便器、スキー用具（子
ども用）、竹馬、柔道着（子ども用）、電気ストー
ブ、オーブンレンジ、食器と調理用具、カセッ
トコンロ、毛布、ベビーカー、チャイルドシート、
テーブル、ベッド（ベビー、ダブル）

登
録
状
況

譲りたい物 10件
譲ってほしい物 28件

（平成18年２月21日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲り
受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市民生活
課までご連絡ください。

　市では、自分には不用になったが、まだ利用でき
るものなので譲りたい、または、譲ってほしいとい
う希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

登録申込み・問い合わせ
　　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１
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市
�
県
民
税
�
申
告
�

�
月
15
日

（水）
�
�
�
�

市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、企画広報課へお問い合わせください。

秩
父
税
務
署
�
�
�
�
知
�
�

 

所
得
税
�
確
定
申
告
�

�
月
15
日

（水）
�
�
�
�

事
業
主
�
皆
�
�
�

 

労
働
保
険
料
�

�

申
告･

納
付
�
�
知
�
�

 

高
年
齢
者
等
�
雇
用
�

安
定
等
�
関
�
�
法
律
�

改
正
�
�
�
�
�

�
�
月
�
日
�
�
�
65
歳
�
�
�
定
年

�
引
上
�
�
継
続
雇
用
制
度
�
導
入
等

�
義
務
化
�
�
�
�
�

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

平
成
22
年
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
22
年
３
月
31
日

平
成
18
年
４
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日

65
歳

64
歳

63
歳

62
歳



各
駅
発　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

聖
地
公
園
発　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

�
住
所
変
更
�
名
義
変
更
�
�
�
�

　

聖
地
公
園
に
墓
所
を
お
持
ち
の
方
で
、

引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
方
は
、

聖
地
公
園
に
も
住
所
変
更
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
な
お
手
続
き
に
は
省
略
の

な
い
住
民
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
墓
所
利
用
者
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
場
合
は
名
義
変
更
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
管
理
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
納
骨
�
手
続
�
�
�
�
�

　

聖
地
公
園
に
納
骨
の
際
は
、
事
務
所

へ
の
申
請
と
石
材
店
の
立
ち
会
い
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
管
理
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

や
す
ら
ぎ
の
丘
管
理
事
務
所

　

☎
22―
３
４
６
９

※
３
月
20
日
㈪
は
開
館
し
ま
す
。

　

市
有
墓
地
使
用
者
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
昨
年
来
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
調
査
の
結
果
、
未
だ
78
か
所

の
墓
所
に
つ
い
て
使
用
者
が
判
明
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
の
春
彼
岸
に

再
度
調
査
を
実
施
し
、
現
在
の
使
用
者

の
方
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

　

廣
見
寺
☎
22―

４
０
２
１

　

埼
玉
県
で
は
、
平
成
15
年
10
月
か
ら

生
活
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
排
出
ガ
ス
規
制
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

条
例
で
は
、
初
度
登
録
か
ら
７
年
を

経
過
し
、
排
出
ガ
ス
基
準
を
満
た
さ
な

い
「
貨
物
」、「
乗
合
」、「
特
種
」（
乗

用
車
ベ
ー
ス
を
除
く
）
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
が
、
知
事
指
定
の
粒
子
状
物
質

減
少
装
置
を
装
着
し
な
い
で
県
内
を
運

行
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
大
気

環
境
の
改
善
を
一
層
確
実
な
も
の
に
す

る
た
め
、
さ
ら
に
規
制
を
強
化
し
ま
す

（「
二
段
階
目
規
制
」）。
規
制
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
規
制
適
合
車
の
使

用
を
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

埼
玉
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所

　

☎
０
４
８―

５
２
３―

２
８
０
０

　

４
月
１
日
か
ら
館
名
等
が
変
わ
り
ま
す
。

新
館
名　

埼
玉
県
立
自
然
の
博
物
館

観
覧
料　

一
般
２
０
０
円
（
１
２
０
円
）、

学
生
・
生
徒
１
０
０
円
（
60
円
）

※ （ 　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
の
場
合

　

新
た
に
年
間
観
覧
料
（
一
般
１
，
５

０
０
円
、
学
生
・
生
徒
７
５
０
円
）
が

※ 

定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22―

３
２
１
５

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
☎
24―

５
２
２
２

�
無
料
�
�
運
行
�
�
知
�
�

　

聖
地
公
園
で
は
、
春
の
お
彼
岸
の
３

月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
、
21
日
㈫
の
３
日

間
、
西
武
秩
父
駅
、
秩
父
駅
か
ら
聖
地

公
園
へ
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

運
行
時
間

平成18年　勤労青少年の標語
『「働く」って　けっこう嬉しい！　かなり楽しい！』

と　き ところ 内　容 定員
３/15㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

就職を成功させるために
（演習） 15人

３/17㈮
14:00～16:00

ハローワーク秩父
会議室

履歴書・職務経歴書の書
き方　（座学） 30人

３/20㈪
13:00～16:00 吉田総合支所　

面接対策・就職の心得
（演習） 20人

３/22㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

履歴書・職務経歴書の書
き方　（演習） 15人

３/24㈮
14:00～16:00

ハローワーク秩父
会議室

面接対策・就職の心得
（座学） 30人

３/29㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

面接対策・就職の心得
（演習） 15人

４/10㈪
13:00～15:00 吉田総合支所

面接対策・就職の心得
（座学） 20人

４/12㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

面接対策・就職の心得
（座学） 15人

で
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設
・
資
料
の
利

用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

使
用
料
金
�
�
時
間
�
�
�
�

　

講
堂
６
２
０
円
、
会
議
室
２
２
０
円

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

県
立
自
然
史
博
物
館

　

☎
66―

０
４
０
７

堆
肥
�
名
称　

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
牧
場

「
牛
ふ
ん
堆
肥
」

原�

料　

牛
ふ
ん
、
木
く
ず

方�

法　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
に
、
秩
父
高
原
牧
場
（
東
秩
父
村
）

で
無
償
に
て
提
供
し
ま
す
。
た
だ
し
、

入
れ
物
は
各
自
で
用
意
し
、
積
込
み
も

各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

堆
肥
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

埼
玉
県
秩
父
高
原
牧
場

　

☎
65―

０
３
１
１

問
�
合
�
�　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22―

０
６
４
８
（
代
表
）

32

�
�
�
月
�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

聖
地
公
園
�
�
�
�
知
�
�

廣
見
寺
東
南
側

市
有
墓
地
使
用
者
�
皆
�
�
�

�
�
�
�
�
車
�

利
用
�
�
�
�
皆
�
�
�

 

�
二
段
階
目
規
制
��

実
施
�
�
�

県
立
自
然
史
博
物
館
�
�
�

�
知
�
�

彩
�
国
�
�
�
�
牧
場

 

牛
�
�
堆
肥
�

無
償
�
提
供
�
�
�

愛
�
献
血
�
�
協
力
�

４
月
13
日
㈭

午
後
１
時

〜
４
時

午
前
９
時
30

分
〜
正
午

秩
父
神
社
境
内

（
秩
父
神
社
氏

子
青
年
会
）

秩
父
神
社
境
内

（
本
町
会
青
年

部
）



込
が
な
い
場
合
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

抽
選
日　

３
月
24
日
㈮

入
居
予
定
時
期　

平
成
18
年
４
月
ご
ろ

　
（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

建
築
住
宅
課　

　

☎
25―

５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
４
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
２
（
直
通
）

　

市
立
小
中
学
校
で
児
童
・
生
徒
が
い

き
い
き
と
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
学
校
補
助
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
け
る
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

　

学
校
補
助
員
は
、
児
童
・
生
徒
と
の

学
習
活
動
や
読
書
活
動
・
学
級
生
活
等

で
の
ふ
れ
あ
い
や
支
援
を
通
し
て
、
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
め
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

応
募
資
格

○ 

学
校
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
20
歳
か

ら
50
歳
く
ら
い
ま
で
の
方　
　
　

○ 

教
員
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
児

童
・
生
徒
と
直
接
ふ
れ
あ
い
、
親
身

に
な
っ
て
学
校
生
活
・
読
書
等
の
支

援
活
動
の
で
き
る
方

申
込
�　

受
付
３
月
10
日
㈮
か
ら
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
志
願
書
（
学
校

教
育
課
に
あ
り
ま
す
。）
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

学
校
教
育
課

　

☎
25―

５
２
２
８
（
直
通
）

　

市
内
調
理
場
に
勤
務
す
る
パ
ー
ト
栄

養
士
・
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

資�

格

・ 

栄
養
士　

栄
養
士
免
許
所
有
の
方

（
卒
業
見
込
み
で
も
可
）

・
調
理
員　

特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん

勤
務
条
件　

パ
ー
ト
栄
養
士
・
調
理
員
と

も
に
１
日
６
時
間
勤
務
で
採
用
期
間
は

最
長
３
か
年

募
集
人
員　

10
人
（
う
ち
栄
養
士
１
人
）

勤
務
場
所

・
栄
養
士　

花
の
木
小
学
校
調
理
場

・ 

調
理
員　

第
一
小
・
尾
田
蒔
小
・
原

谷
小
・
高
篠
小
・
影
森
小
学
校
の
各

調
理
場

採
用
予
定　

４
月
１
日
か
ら

問
�
合
�
�

　

秩
父
第
一
中
学
校
共
同
調
理
場

　

☎
22―

９
３
３
６

　

患
者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

思
い
や
り
の
心
、
看
護
の
心
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
看
護
職
に
つ
い
て

の
理
解
も
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
今

年
も
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
を
計
画
し
ま

し
た
。

��

�　

５
月
27
日
㈯

募
集
住
宅　

1
戸
（
５
０
１
号
室
）

所
在
地　

中
村
町
３―
８―
９

構�

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　

５
階
建
て　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

間
取
��

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ  

家�

賃　

８
５
，
０
０
０
円

※ 

入
居
者
の
収
入
に
応
じ
て
、
減
額
制

度
（
５
７
，
３
０
０
円
〜
８
５
，
０

０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

建
設
年
度　

平
成
15
年

駐
車
場　

１
戸
１
台
分
２
，
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間　

３
月
16
日
㈭
〜
22
日

㈬
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

※ 

申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

ま
す
。

申
込
者
�
資
格

①
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

② 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③ 

入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
月
額
が
、
20
万
円
以
上
60
万
１
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④ 

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
。

入
居
者
�
選
定　

申
込
者
が
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
が
、
期
間
中
申

�
�
�　

市
立
病
院

対�

象　

高
校
生
以
上
の
男
女

募
集
人
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
白
衣
サ
イ

ズ
﹇
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
﹈
を
記
入
し
て
、
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

３
月
31
日
㈮
（
必
着
）

申
込
�　

〒
３
６
８―

０
０
２
５　

秩

父
市
桜
木
町
８―

９　

秩
父
市
立
病
院

看
護
部
あ
て

問
�
合
�
�　

市
立
病
院
看
護
部　

総
看
護

師
長　

新
井
☎
23―

０
６
１
１

��

�　

４
月
６
日
〜
６
月
29
日
の
毎

週
木
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

�
�
�　

福
祉
女
性
会
館

内�

容　

基
礎
か
ら
や
さ
し
く
楽
し
く

勉
強
し
ま
す
。

対�

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

講�

師　

前
中
国
陝
西
師
範
大
学
講
師

　
　
　
　

野
沢
ヒ
サ
子
先
生

定�

員　

30
人

費�

用　

１
期
３
か
月
１
５
，
０
０
０

円
、
教
材
費
３
，
０
０
０
円

�
�
他　

課
程
を
修
了
し
た
方
に
は
、

修
了
証
を
差
し
上
げ
ま
す
。中
級
・
上
級

ク
ラ
ス
、
中
国
研
修
旅
行
も
あ
り
ま
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
� 

３
月
29
日
㈬

ま
で
に
、
秩
父
郡
市
日
中
友
好
推
進
協

会　

野
沢
ヒ
サ
子
宅
（
☎
25―

２
４
１

３
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。33

�
�
�
栄
養
士
�調

理
員
募
集

中
国
語
講
座�
初
級
�

受
講
生
募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

�
井
�
尻
住
宅
��
空
家
�

入
居
者
募
集

市
立
小
中
学
校

学
校
補
助
員
�

募
集
�
�
�

�
�
�
�
看
護
体
験

参
加
者
募
集



問
�
合
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

４
０
０
４

　

広
い
ア
リ
ー
ナ
を
使
用
し
、
リ
ズ
ム

の
良
い
音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
で
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

��

�　

４
月
14
日
〜
７
月
21
日
の
金

曜
日（
全
12
回
、午
前
10
時
〜
正
午
）

対�

象　

一
般
成
人
男
女

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定�

員　

２
２
０
人

申
込
�　

３
月
24
日
㈮
〜
31
日
㈮
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
受
け
付
け
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
休
館

日
は
毎
週
火
曜
日
で
す
。）

※ 

電
話
や
本
人
以
外
に
よ
る
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
�
合
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

４
０
０
４

　

布
で
か
わ
い
い
カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル

を
作
り
ま
す
。
普
段
、
針
を
使
わ
な
い

方
で
も
簡
単
に
仕
上
が
り
ま
す
。

��

�　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
、
午

前
10
時
〜
正
午
（
年
間
15
回
）

対�

象　

一
般
成
人

講�

師　

大
久
保
冨
士
子
先
生

募
集
人
員　

10
人

費�

用　

１
体
の
人
形
を
作
成
す
る
た

め
に
材
料
費
が
２
，
５
０
０
円
程
度
か

か
り
ま
す
。
15
回
の
講
座
で
５
体
程
度

の
人
形
を
作
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

浦
山
公
民
館

　

☎
24―

４
９
１
２

��

�　

４
月
21
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

�
�
�　

石
間
交
流
学
習
館
・
塚
越
・

吉
田
元
気
村

内�

容　

午
前
：
そ
ば
打
ち
体
験
、
昼

食
：
塚
越
の
「
か
い
ど
う
の
花
並
木
」

を
散
策
し
、
吉
田
元
気
風
呂
に
入
っ
て

解
散
（
お
風
呂
の
用
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。）
参
加
者
に
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

対�

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

費�

用　

１
，
５
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定�

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

申
込
�　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
４
月
７
日

㈮
ま
で
に
吉
田
総
合
支
所
産
業
振
興
課

（
〒
３
６
９―
１
５
９
２　

秩
父
市
下

吉
田
６
５
８
５―
２　

☎
72―

６
０
８

３
Ｆ

77―

１
５
２
９
）
へ
。

参
加
費　

１
ク
ラ
ブ
に
つ
き
１
，
０
０

０
円
（
別
途
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

申
込
�　

３
月
20
日
㈪
〜
４
月
３
日
㈪

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
受
け
付
け
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
休

館
日
は
毎
週
火
曜
日
で
す
。）

※ 

テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
１
人
に

つ
き
１
ク
ラ
ブ
で
す
。
な
お
、
電
話

や
本
人
以
外
に
よ
る
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。

　

歩
き
な
が
ら
土
地
の
生
活
文
化
を
楽

し
む
「
ま
ち
歩
き
観
光
」
が
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
も
「
ち
ち
ぶ
散

策
小こ

径み
ち

」
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
工
房
の
方
々
と
協

働
し
、
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
健
康
づ
く
り
と
、
ま
ち
歩
き
観

光
の
推
進
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

３
月
25
日
㈯
午
前
11
時
開
講

（
セ
ミ
ナ
ー
は
正
午
ま
で
、
午
後
は
自

由
散
策
）

会�

場　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
野
外

ス
テ
ー
ジ

内�

容

・ 「
生
涯
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す

め
」
お
よ
び
「
歩
い
て
生
活
習
慣
病

を
治
す
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

・ 

新
「
秩
父
市
」
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

紹
介

・ 

自
由
散
策
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

レ
ッ
ス
ン

講�

師　

埼
玉
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

指
導
員

費�

用　

無
料

問
�
合
�
�　

観
光
振
興
課

　

☎
25―

５
２
０
９
（
直
通
）

34

文
化
体
育
�
�
�
�

 

第
�
期
�
�
�
�
�
�
�

参
加
者
募
集

クラブ名 定員 曜日 期　　　間 時　　間

ソフトバレーボールクラブ 40 月 ４月17日～７月10日  10時～正午
インディアカクラブ 40 水 ４月19日～７月19日 10時～正午
卓球クラブ 60 木 ４月20日～７月13日 10時～正午
バドミントンクラブ 70 木 ４月20日～７月13日 10時～正午
ＡＮバドミントンクラブ 30 木 ４月20日～７月13日 13時～15時

硬
式
テ
ニ
ス

月曜テニスクラブ 15 月 ４月17日～７月10日 10時～正午
月曜ＡＮテニスクラブ 15 月 ４月17日～７月10日 13時～15時
水曜テニスクラブ 15 水 ４月19日～７月19日 10時～正午
木曜テニスクラブ 15 木 ４月20日～７月13日 10時～正午
金曜テニスクラブ 15 金 ４月14日～７月14日  10時～正午

文
化
体
育
�
�
�
�

 

第
�
期

�
�
�
�
�
�
体
操
教
室

参
加
者
募
集

浦
山
公
民
館

 

�
�
�
�
�
�
�
�
教
室

受
講
生
募
集

�
�
打
�
体
験
�

�
�
�
�
�
�
花
並
木
散
策
�

参
加
者
募
集

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
開
催
�
�
�



問
�
合
�
�

　

秩
父
い
っ
て
ん
べ
ぇ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

実
行
委
員
会
（
観
光
振
興
課
内
）

　

☎
25―

５
２
０
９
（
直
通
）

　

健
康
づ
く
り
と
秩
父
の
再
発
見
の
た

め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
！　

今
回
は
、
棚
田
の
残
る
風
景
を

眺
め
な
が
ら
、
わ
が
国
最
初
の
流
通
貨

幣
で
あ
る
「
和
同
開
珎
」
に
用
い
ら
れ

た
和
銅
の
採
掘
跡
な
ど
の
遺
跡
を
訪
ね

歩
く
コ
ー
ス
を
地
元
の
観
光
ガ
イ
ド
の

案
内
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
ま
す
。

��

�　

３
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

�
�
�　

和
銅
遺
跡
�
�
�

　

黒
谷
駅
前
集
合
↓
聖
神
社
↓
和
同
開

珎
の
碑
↓
和
銅
露
天
掘
り
跡
↓
棚
田
風

景
↓
和
銅
遺
跡
横
堀
跡
↓
銅
精
錬
所
跡

↓
内
田
家
住
宅
（
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
後

解
散
予
定
）　　

　

歩
行
時
間
約
２
時
間
（
見
学
の
時
間

等
は
含
み
ま
せ
ん
。）

定�

員　

50
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
ほ
か
）

※
入
館
料
は
含
み
ま
せ
ん
。

申
込
�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り

工
房
☎
23―

１
０
０
２

　

荒
川
総
合
支
所
で
は
、
春
休
み
中
の

水
曜
日
に
旧
議
場
を
利
用
し
て
映
画
会

を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

第
１
回　

３
月
29
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

第
２
回　

４
月
５
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

�
�
�　

荒
川
総
合
支
所
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル
熊
倉

上
映
作
品　
　

第
１
回　

映
画「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」

第
２
回　
「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
」、「
忍

た
ま
乱
太
郎
の
交
通
安
全
」
ほ
か

入
場
料　

無
料（
各
回
先
着
１
０
０
人
）

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

荒
川
総
合
支

所
総
務
課
☎
54―

２
１
１
１

　

風
薫
る
爽
や
か
な
新
緑
眩
し
い
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
走
路
で
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

��

�　

５
月
21
日
㈰

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森

受�

付　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

�
�
�　

ス
カ
イ
ロ
ー
ド
・
ゴ
ル
フ
場

内
な
ど

�
�
�
�
�
�　

開
会
式
９
時
20
分
、

ス
タ
ー
ト
�
�
�
�
km
�
10
時
、�
�
km
�

10
時
15
分
、�
�
km
）
10
時
40
分
、
�
10

km
�
11
時
10
分

種�

目

�
�
�
km
�
部　

小
学
生
男
女

�
km
�
部　
　
　

中
学
生
男
女

　

春
爛
漫
の

秩
父
路
を
堪

能
し
な
が
ら

江
戸
巡
礼
古

道
な
ど
を
歩

く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

��

�　

４
月
９
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

受�

付　

午
前
９
時
〜
11
時
（
20
㎞

コ
ー
ス
は
９
時
30
分
ま
で
）、
受
付
後

随
時
ス
タ
ー
ト

�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
役
所
（
歴
史
文
化
伝
承
館
前
）

参
加
費　

無
料

�
�
�

�
km
�
�
�　

ス
タ
ー
ト
↓
札
所
12
番

野
坂
寺
↓
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
↓

羊
山
公
園
芝
桜
の
丘
↓
武
甲
山
資
料
館

↓
ゴ
ー
ル

10
km
�
�
�　

ス
タ
ー
ト
↓
秩
父
神
社

↓
札
所
16
番
西
光
寺
↓
武
之
鼻
橋
↓
小

鹿
坂
峠
↓
札
所
23
番
音
楽
寺
↓
佐
久
良

橋
↓
ゴ
ー
ル

20
km
�
�
�　

ス
タ
ー
ト
↓
佐
久
良
橋

↓
札
所
24
番
法
泉
寺
↓
酒
づ
く
り
の
森

↓
札
所
25
番
久
昌
寺
↓
と
び
石
↓
荒
川

総
合
運
動
公
園
↓
清
雲
寺
↓
札
所
29
番

長
泉
院
↓
札
所
27
番
大
渕
寺
↓
札
所
26

番
円
融
寺
↓
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

↓
羊
山
公
園
芝
桜
の
丘
↓
ゴ
ー
ル

�
km
�
部　

一
般
男
女
、
高
校
生
女
子

10
km
�
部　

一
般
男
女
、
高
校
生
男
子

参
加
費　

小
学
生　
　
　

５
０
０
円

中
学
生　
　
　

５
０
０
円

高
校
生　

１
，
０
０
０
円

一
般　
　

２
，
０
０
０
円

表�

彰　

各
部
門
１
〜
３
位
ま
で
賞

状
・
記
念
品
、
４
〜
６
位
ま
で
賞
状
、

全
員
に
参
加
賞
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
あ
り
。

申
込
�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
お
よ
び
教

育
委
員
会
各
事
務
所
に
申
込
用
紙
（
郵

便
振
替
）
が
あ
り
ま
す
。

※
４
月
14
日
㈮
消
印
有
効

問
�
合
�
�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
25―

５
２
３
０
（
直
通
）

��

�　

3
月
18
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
１
時
（
雨
天
中
止
）

　

な
お
、
４
月
〜
５
月
ま
で
の
芝
桜
開

花
期
間
中
も
実
施
予
定
。

�
�
�　

羊
山
公
園
羊
牧
場
隣
の
パ
ン

ジ
ー
畑

費�

用　

１
株
50
円
（
パ
ン
ジ
ー
・
ビ

オ
ラ
）

※
花
苗
の
販
売
や
園
芸
相
談
あ
り

問
�
合
�
�　

ち
ち
ぶ
花
銀
行
事
務
局
（
㈱

秩
父
開
発
機
構
内
）

　

☎
23―

１
０
０
２
（
直
通
）

※ 

当
日
は
、
午
前
９
時
30
分
以
降
に
彩

の
国
ふ
る
さ
と
秩
父
観
光
情
報
館

（
☎
25―

３
１
９
２
）
ま
で
。

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ35

秩
父
�
�
�
�
�
��

�
�
�

第
�
回
�
�
�
�
�
森

�

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
大
会

in

�

CHICHIBU

�
�
�
散
策
小
径

�
�
�
�
�
�

春
休
�
映
画
会

�
�
�
花
銀
行

 

�
�
�
�
掘
�
取
�
�

参
加
�
�
�
�
�
�
�



　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
�
�　

秩
父
地
場
産
セ
ン
タ
ー
５
階

参
加
費　

会
員　
　
　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　

会
員
外　

１
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
、
昼
食
代
含
む
）

内�

容　

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
顧
客
満
足
（
挨
拶･

返

事
等
）、実
践
！
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ほ
か

申
込
�　

４
月
３
日
㈪
ま
で
に
秩
父
商

工
会
議
所
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
商
工
会
議
所

　

☎
22―

４
４
１
１

　

大
学
教
授
に
よ
る
定
年
退
職
後
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
、
高
年
齢
者
の
健
康
管
理

な
ど
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

��

�　

３
月
24
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

�
�
�　

秩
父
地
場
産
セ
ン
タ
ー
５
階

対
象
者　

45
歳
以
上
の
方

定�

員　

30
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

埼
玉
高
齢
期

雇
用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８―

６
４
３―

６
５
４
６

　

近
年
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
に

と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
情
報
伝

達
等
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
道
具
と
し
て
有
効
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
ハ
ー
ト
秩
父
で
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

３
月
23
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

�
�
�　

秩
父
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象　

65
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
障

が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

定�

員　

６
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
消
耗
品
代
）

問
�
合
�
�　

ハ
ー
ト
秩
父

　

☎
25―

１
０
２
６

　

中
高
年
者
が
年
間
を
通
じ
て
、
野
菜

作
り
を
楽
し
む
た
め
の
実
習
教
室
で
す
。

　

次
の
と
お
り
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

４
月
17
日
㈪
午
後
２
時
30
分

集
合
場
所　

秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校

実
習
会
場　

同
校
農
場

申
込
受
付　

４
月
７
日
㈮
〜
15
日
㈯
（
日

曜
は
除
く
）

問
�
合
�
�　

秩
父
市
農
業
福
祉
会

　

事
務
局
小
石
川
宅
☎
22―

５
４
８
６

��

�　

４
月
23
日
㈰
、
５
月
21
日
㈰

（
全
２
回
）
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
４

時�
�
�　

東
京
大
学
秩
父
演
習
地
内

（
秩
父
市
大
滝
）

対�

象　

一
般

集
合
場
所　

秩
父
演
習
林
事
務
所
（
日
野

田
町
）

��

�　

３
月
27
日
㈪　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

�
�
�　

さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
会
館

　
　
　
　
（
浦
和
駅
下
車
）

内�

容

基
調
報
告　
「
切
迫
す
る
首
都
直
下
地
震

災
害
と
は
〜
そ
の
被
害
想
定
か
ら
〜
」

首
都
大
学
東
京
教
授　

中
林
一
樹 
氏

ほ
か

討�

論�

「
地
域
防
災
の
た
め
の
地
図

情
報
の
役
割
に
つ
い
て
」
ほ
か

費�

用　

無
料

定�

員　

３
５
０
人
（
先
着
順
・
事
前

申
込
不
要
）

問
�
合
�
�　

日
本
地
理
学
会

　

☎
０
５
２―

７
８
８―

６
０
３
７

　

県
危
機
管
理
課

　

☎
０
４
８―

８
３
０―

３
１
１
７

　

新
入
社
員
に
必
要
と
さ
れ
る
実
践
的

な
研
修
を
提
供
し
、
社
会
人
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
一
人
で
も
、
ま
た
途
中
入
社
で

未
研
修
の
方
で
も
お
気
軽
に
ご
派
遣
く

だ
さ
い
。

��

�　

４
月
10
日
㈪

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

案�

内　

秩
父
演
習
林
職
員
（
公
用
車

で
送
迎
）

内�

容　

林
内
を
散
策
し
な
が
ら
植
物

観
察
（
第
１
回
：
草
本
編
、
第
２
回
：

樹
木
編
）

定�

員　

10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

申
込
�　

３
月
31
日
㈮
必
着
で
、
往
復

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
東
京
大
学
秩
父
演
習
林

（
〒
３
６
８―

０
０
３
４　

日
野
田
町

１―

１―

49　

☎
22―

０
２
７
２
ｆ

23

―

９
６
２
０
）
へ
。

　

全
国
各
地
よ
り
、
バ
イ
ク
愛
好
者

が
集
ま
る
オ
ー
ト
バ
イ
の
祭
典
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
お
よ
び
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
革
製
品
・
シ
ル
バ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
・

バ
イ
ク
パ
ー
ツ
・
飲
食
店
等
約
１
０
０

店
舗
）
を
行
い
ま
す
。

��

�　

４
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
９
時
、
16
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後
２

時�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク　

ス
ポ
ー

ツ
の
森
（
プ
ー
ル
サ
イ
ド
）

入
場
料　

15
日　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

16
日　

１
，
０
０
０
円

問
�
合
�
�　

Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ　

Ｗ
Ａ
Ｖ

Ｅ　

２
０
０
０
本
部
事
務
局　

島
崎

　

☎
０
９
０―

１
４
３
７―

６
７
１
０

秩
父
事
務
局　

山
口
☎
24―

１
４
３
４

　

☎
０
９
０―

３
１
３
７―

０
９
６
２

36

首
都
圏
直
下
�
地
震
�
正
�
�
恐
�
�

�
�
�
�
備
�
�
�

 

埼
玉
�
地
震
災
害
�

�
�
対
策
�
考
�
�

新
入
社
員
研
修
�
�
�
�

 

社
会
人
�
�
�
�
心
構
�
�

 

基
本
�
�
�
�
�
�
�
�修

得

生
涯
設
計
�
�
�
�

障
�
�
者
�
高
齢
者

�
�
�
�
教
室

平
成
18
年
度�野

菜
栽
培
教
室

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
公
開
講
座

 

植
物
�
見
分
�
方
入
門

第
�
回�

�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
� 

�
�
�
�



��

�　

３
月
18
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
、
午
後
１
時
30
分
〜
、
午
後
２
時
30

分
〜
の
３
回
（
１
回
約
50
分
間
）

�
�
�　

秩
父
図
書
館

参
加
費　

無
料

問
�
合
�
�　

新
井
宅
☎
24―

４
７
１
６

　

秩
父
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
各

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
出
演
す
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
今
回
は
、

秩
父
消
防
署
楽
団
が
特
別
出
演
し
ま
す
。

��

�　

３
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
�
合
�
�　

秩
父
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
火
・
木
・
金
曜
日　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時
）
☎
22―

５
２
３
６

��

�　

４
月
30
日
㈰

�
�
�　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

内�

容

第
１
部　

午
前
10
時
〜
ハ
ー
プ
演
奏
会

第
２
部　

午
前
11
時
〜
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー

（
参
加
資
格
：
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
）

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

（
ハ
ー
プ
演
奏
会
の
み
１
，
０
０
０
円
）

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

秩
父
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ（
月
・
火
・
水
曜
日　

午
前

９
時
〜
午
後
３
時
）
☎
23―

９
９
９
９

�
�
�
打
�
体
験

��

�　

４
月
16
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

�
�
�　

み
ど
り
の
村　

若
者
セ
ン
タ
ー

費�

用　

１
人
８
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

定�

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
�　

４
月
６
日
㈭
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

人
数
を
記
入
の
う
え
、
左
記
へ
。

�
小
動
物
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�　

４
月
９
日
㈰
（
毎
月
第
２
日

曜
日
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�
�
�　

み
ど
り
の
村　

村
の
広
場

問
�
合
�
�　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所　

〒
３
６
８―

０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27　

☎
75―

３
６
３
４

　

乳
幼
児
（
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
児
）

が
親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
、
開

設
し
て
い
ま
す
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

※ 

３
月
11
日
㈯
、
18
日
㈯
は
お
休
み
し
、

振
替
日
と
し
て
６
日
㈪
、
13
日
㈪
に

開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

�
�
�
�

　

土
曜
日
（
３
月
11
日
、18
日
を
除
く
）

の
午
後
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い

ま
す
。
０
、
１
歳
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子
の
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
興
味
の
あ
る
方
は

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

会�

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

＊ 

こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22―

７
８
６
６

　

世
界
や
日
本
の
昔
話
、
童
話
等
を
お

話
し
ま
す
。
幼
児
か
ら
大
人
の
方
ま
で

幅
広
く
楽
し
め
ま
す
。

�
月
�
室
内
�
�
�
�
�
�
�

・
草
花
お
絵
か
き

・
葉
っ
パ
ズ
ル

��

�　

４
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
の
い
つ
で
も

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対�

象　

一
般

定�

員　

特
に
な
し

参
加
費　

材
料
費
実
費
（
50
円
）

申
込
�　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
て
随
時
受
付

問
�
合
�
�　

　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54―

２
０
１
４

３
月
12
日

医師会休日診療所
関 口 医 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（産・婦・内・小）

熊木町
上宮地町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎23－1555
☎22－3022
☎52－3121

３
月
19
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
小鹿野中央病院
光 病 院

（内・小）
（内・外）

熊木町
長瀞町
小鹿野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎66－2038
☎75－2332
☎24－1234

３
月
21
日

医師会休日診療所
松本クリニック
健 生 堂 医 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内）

熊木町
日野田町
東 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－3000
☎22－0270
☎52－3121

３
月
26
日

医師会休日診療所
横田内科･呼吸器科クリニック
秩 父 第 一 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（内・呼）

（内・小）

熊木町
小鹿野町
中村町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎72－7447
☎25－0311
☎52－2253

４
月
２
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊木町
番場町
中村町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎24－1336
☎25－0311
☎52－3121

４
月
９
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊木町
永田町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎21－2330
☎23－0611
☎52－3121

４
月
16
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
秩 父 病 院
光 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊木町
日野田町
宮側町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－0043
☎22－3022
☎24－1234

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。

平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後７時30分～10時）
37
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日 月 火 水 木 金 土
３/10
●地区健康相談
　大田公民館
　（秩父）
●転倒予防教室
　（荒川）

11

12 13
● 地区健康相談
　尾田蒔公民館
　（秩父）

14
●言語リハビリ教
室（秩父）
●親子ふれあい教
室（大滝）

15
●10か月児健診
　（秩父）
●機能訓練会
　（大滝）

16
●４か月児健診
　（秩父）

17
●ＢＣＧ予防接種
　（秩父）
●１歳６か月児・
　３歳児健診
　（吉田）

18

19 20
●親子ふれあい教
室（吉田）
●言語リハビリ教
室（吉田）

21 22
●乳児健診・ＢＣ
Ｇ予防接種
　（荒川）

23
●1歳6か月児健診
　（秩父）
●ことばの相談（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）
●健康相談（荒川）

24 25

26 27
●言語リハビリ教
室（荒川）

28 29
●機能訓練会
　（大滝）

30 31 ４/1

2 3
●育児相談（荒川）

4 5
●育児相談（吉田）

6
●1歳6か月児健診
（秩父）

7
●三種混合予防接
種（秩父）

8

9 10 11
●言語リハビリ教
室（秩父）
●健康相談・育児
相談（大滝）

12
●よしだ元気塾
　（吉田）

13
●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい教
室（荒川）

14
●育児相談（秩父）
●ＢＣＧ予防接種
　（秩父）

15

16
●胃がん検診
　（秩父）
●両親学級妊娠後
期①（秩父）

17
●親子ふれあい教
室（吉田）
●言語リハビリ教
室（荒川）

18
●４か月児健診
　（秩父）
●言語リハビリ教
室（吉田）

19
●10か月児健診
　（秩父）
●胃がん検診
　（吉田）

20
●両親学級妊娠後
期②（秩父）

21
●胃がん検診
　（秩父・荒川）
●乳児健診・BCG
　予防接種（吉田）

22

※詳細については、今月号26・27ページおよび２月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。

春分の日
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　２月５日、荒川贄川地区において、秩父市
荒川消防団による、非常召集訓練が行われま
した。当日は、澤井団長の指揮のもと、上平
の廻し念仏（市指定無形文化財）が行われる
薬師堂の火災を想定して、消防団員による消
火訓練が行われました。
　今年は、寒さが厳しく大変乾燥しているた
め、火災の発生しやすい状況となっています。
みなさんも火の元に注意してください。
「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」

秩父市荒川消防団
非常召集訓練

　影森中学校で平成２年度に誕生し、全国の
小中学校の卒業式でもっとも歌われている歌
「旅立ちの日に」の歌碑が影森中学校に完成し、
２月８日、除幕式が行われました。
　これは、影森中学校後援会が、「子どもた
ちのために思い出を形にしたい」と地域の方
から寄付金を集め製作したものです。
　歌碑は、歌詞にも登場する鳥が翼を広げた
形にイメージしてあります。「旅立ちの日に」
発祥の学校の新たなシンボルになりました。

影森中学校に
「旅立ちの日に」の歌碑が完成

　１月22日、農園ホテルにおいて秩父手をつ
なぐ育成会（原島 久会長）主催による「成
人を祝う会」が行われました。
　養護学校を卒業し、社会の一員として活躍
している12人が今年成人を迎え、それぞれが
晴れ着やスーツで出席して、多くの方々に祝
福されました。祝う会では、本人たちとボラ
ンティアで結成する「ひかりバンド」の演奏
やビンゴ大会などが行われ、楽しい一時を過
ごしました。

秩父手をつなぐ育成会が
「もうひとつの成人式」を開催

　１月21日から25日まで、大滝公民館におい
て「大滝文化展」が開催されました。
　これは、大滝文化協会を中心とした大滝地
域住民が、日ごろの成果を発表するもので、
園児・児童・生徒の作品を始め、写真、絵画、
書道、手芸、盆栽、俳句・短歌、工芸等509
点の作品が出品されました。
　21日のオープニングには文化協会茶道部の
野点も行われ、訪れた人は作品の鑑賞ととも
にお点前を楽しみました。

「大滝文化展」開催



こ
の
市
報
は
環
境
に
配
慮
し

再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
ク
で

作
製
し
て
お
り
ま
す
。

発
行
所
　
秩
父
市
役
所
　
電
話
 0494-22-2211（

代
表
）

　
　
　
　
〒
368-8686　

埼
玉
県
秩
父
市
熊
木
町
８
番
15号

　秩父鉄道秩父駅北側（宮側町）の壁面に市内
小中学生が描いた絵画36枚が展示され、アー
トフルストリートが完成しました。
　これは、合併秩父市誕生記念事業の一環と
して行われたもので、展示された絵画は市内
小中学校23校の児童･生徒が、夢と希望、秩
父の明るい未来などをテーマに作成したもの
です。芸術の香りあふれる通りを目指し、壁
面に飾られた子どもたちの力作は、街を明る
い雰囲気にしています。ぜひ一度お出かけく
ださい。

旧大滝村役場議場で
大滝中学校意見発表会

　１月19日、下吉田にあるフルーツ街道（釜
の上交差点～田中橋）で「第２回フルーツ街
道クリーン作戦」が行われました。
　これは、魅力ある観光農業地域づくりの一
環として、地元、農家、行政が協同で行った
環境美化活動で、フルーツ街道振興協議会の
メンバーを中心に約40人が集まりました。
　この街道沿いには、イチゴやブドウ、ブ
ルーベリーの観光農園が点在しています。四
季折々のフルーツ狩りが楽しめますので、皆
さんも一度出かけてみてはいかがでしょうか。

　１月27日、秩父市老人クラブ連合会荒川支
部は、社会福祉協議会荒川事務所で、「児童・
生徒見守り隊」の腕章を老人クラブ10団体に
配布しました。
　これは、秩父市老人クラブ連合会荒川支部
が、子どもたちの安全を守ろうと、荒川老人
クラブ防犯組織を結成し、腕章100枚を各団
体に配布したもので、当日は、老人クラブの
メンバーが、小中学校の先生や駐在所と情報
交換を行い、防犯組織に役立てていく連絡体
制を話し合いました。今後荒川老人クラブで
は、腕章を付けて地域の子どもたちの安全を
見守っていきます。

フルーツ街道クリーン化作戦！

地域の安全は我々の手で
荒川老人クラブ防犯組織はじまる

秩父駅北側に
アートフルストリートが完成

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　企画広報課 ☎22－2202（直通）
 ☎22－2211内線1208

　２月８日、大滝総合支所の多目的ホール三
峰（旧議場）で、大滝中学校の生徒による意
見発表会が開催されました。
　これは、昨年まで開催されていた中学生議
会に代わるもので、始めに１・２年の代表者
４人が自分の思いや考えを発表し、続いて３
年生９人が観光や身近な生活などの中から疑
問点・問題点を探り、それらについて意見を
発表しました。　　
　来賓や傍聴した方からは、将来を担う子ど
もたちに期待する声が聞かれました。
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